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 昨 年4月 に この協会 が発足 して以来 まず まずの活動 を続けて参 りま して、今 回第2回 通常総会 を開 くこと

が で き、 わた しども役 員一同非 常 に喜 んでお ります。過去1年 間 にや って参 りま した詳 しい内容 につ きま し

ては別途 ご報 告申 し上げ ますが、赤 坂 に事務所 を開設 し、ニ ュース レターを6回 発行 した り 『MTワ ール ド

92」 を開催 するな どの活動 を行 って来 ま した。

 これか らは この活動 を日本 か らアジア全 域 に広 げようと種 々検 討 して参 りま した。 国際 的 にみ ます と、 日

本機械翻訳協会 と南北 アメ リカ機械 翻訳協会、 ヨー ロッパ機 械翻訳協会の三つがIAMT(lnternational Ass

ociation for Machine Translation)を 構 成 しているわけですが、それ ぞれの協会 にお きまして色 々な企 画が進行 中

であ ります。日本が 一番具体 的な活動 を して来 てお りますが、アメリカ機 械翻訳協会 は今年 の秋 にサ ンデ ィエ

ゴで機械翻 訳 システ ムの評価 にか んす るワー クシ ョップを3日 間にわたって開催 す る計画 を進 めてい ます。

ヨー ロッパ機械翻 訳協会で もこれ に呼応 して ワー クシ ョップを今年 中には是非 や りたい と企 画す るようであ

ります。IAMTと しま して もこれ らをサポー トする とともにMTNews Internationalの 第1号 を本年1月 に、

また第2号 を6月 に発行 す ることがで きま した。 これ は年 に3回 ない し4回 発行 する予定 です。

 この他 に 「機械 翻訳 に関す る理論的 ・実践的諸問題」 という国際会議 をIAMTが 後 援 して6月 中旬 にモ

ン トリオールで開催 し、研 究発 表や討論会が行 われ ま した。

来年7月 には 日本 で 「機 械翻訳サ ミッ ト4」 を、 日本電子 工業振興協会 の強力 なサ ポー トをい ただ いて開催

しょうと種 々検 討 してい るところです。

 機 械翻 訳全般 について は徐 々 にで はあ りますが社 会 に普及 しているのではないか と思ってお ります。実際

にお使 い にな る方が増 えて いるようで あ ります し、翻訳の質 も色々問題 はあるにせ よ少 しずつ よ くな りつつ

あ ります。 この ような状況の なかで この協会の果 たすべ き役 割 も非常 に大 きいのではないか と思 ってお りま

すので、 これか らも会員の皆 さんには大 いに活躍 いただき、 またこの協会 の発展 のため にご協力 いただきた

い とお願 い 申 し上げ、私 の挨拶 とさせ て戴 きます。
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祝辞

広範な活動を期待

通商産業省 電子機器課課長補佐 福田 秀敬氏

 近年、産業活動 ・人事交流の国際化、ホ㌧タ'レス化が急速に進展 してお りますが、これとともに機械翻訳に

対 するニース'も年々高まりを見せています。情報処理技術は急激に進展 してお りますが、特に機械翻訳に必

要な言語処理技術の進歩は目を見張るものがございます。

 我が国においても機械翻訳に対する関心が高まり各種の機械翻訳システムが多 くの企業か ら市場に提供 されシ

ステム導入の実績 も著 しいようです。通産省 においては日本語、中国語、タイ語、マレー語、インドネシア語相互間で、

特に技術文献を中心 とした翻訳を実現すべ く、近隣諸国間の機械翻訳システムの研究協力を推進 してお ります。

これは我が国との技術 を通 じて特にアセアン諸国の発展を促進することを目的として、対外技術協力、特にアゾ

アにおける情報化協力の点で重要な意義をもつプロシ'エクトであ ります。

 その他機械翻訳のへ㌧スとなる電子化辞書の整備、更には機械翻訳をネフトワークを通 じて相互運用するためOSI

の整備等、通産省は各方面にわたり機械翻訳をサボ㌧トしていきたいと考えてお ります。

 一方、海外 に目を転 じてみますと、特に欧州 においては欧州共同体事務局が機械翻訳に非常に熱心で、経

済統合に向けての機械翻訳の実用化への熱心な取組が見 られます。又カナダ、米国は機械翻訳の先進国であり

ますが、英仏 ・英独 ・英西語等の機械翻訳システムが徐々に利用され始めてお り、昨年7月 には機械翻訳国際連

盟が発足 し機械翻訳に対する世界的な規模での取組が始 まっていると聞いてお ります。

 このような状況の中で、日本機械翻訳協会は昨年4月 に設立 されこれまでの間機械翻訳技術の開発 ・普及

のための活動を着実に進めてこられました。A年 の3月 には機械翻訳に関するシンポシ'ウム・展示 ・ワークショフプ

等からなる(MTワ ールド゜92」を開催 し、非常に時宜を得たもの として好評を博 したと聞いてお ります。今後 と

も貴協会が機械翻訳の分野において広範な活動を精力的に展開されることを通産省 としても期待 しておりま

す。

 今後の科学技術政策の全体を考えても、機械翻訳の果たす役割は非常に大きく、単に技術開発のみなら

ず、世界的な情報ニース'の促進、或いはグローハ'ルなハ㌧ トナーシガ 、国際的な研究協力、オへ'レーションの評価 にもまさ

しくこの分野は期待 されてくると考えてお ります。

 この協会の一層のご発展を祈念 してご挨拶に代えさせて戴きます。

☆ ☆新役員就任 ☆ ☆

会 長 長尾  真

※副会長 登家 正夫

 理 事 小谷 泰造

  〃  浅田  篤

  〃  大野 榮一

  〃  小松 達也

〃  鈴木  健

〃  田中 穂積

      (順不同)

京都大学 教授

日本電気(株)常 務取締役

(株)インターグループ社長

シャープ(株)副社長

三菱電機(株)常 務取締役

(株)サイマル ・インター

ナショナル社長

(社)日本電子工業振興協会

専務理事

東京工業大学 教授

※ 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

 〃

監 事

〃

堀内 司朗

西岡和比古

野々内 隆

野村 浩郷

樋浦 克彦

平栗 俊男

水嶋 都香

山本 正隆

勝田美保子

佐藤 清俊

(注)総 会後、副会長、理事の一部に異動がありましたのでお知 らせ します。(※ 印の方)

松下電器産業(株)取 締役

(株)CSK取 締役

(株)日立製作所 常務取締役

九州工業大学 教授

(株)十印 取締役

富士通(株)常務取締役

(株)東芝 常務取締役

沖電気工業(株)常 務取締役

(社)日本翻訳連盟 会長

(社)日本電子工業振興協会

常務理事

          1
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機械翻訳の果す役割 は大きい
科学技術庁 科学技術情報課課長 有本 健男氏

 本日は、 このような通常総会、 それ もアシ'ア太平洋機械翻訳協会が正式に発足 されたという機会にお招 き

戴き光栄に存 じます。

 協会発足後、 機械翻訳国際連盟も引き続 き設立され、A回 アシ'ア太平洋機械翻訳協会への移行 というわけ

で、この分野が 日々、刻々グローバル化 していると解釈いたしております。 このような過渡的な時期 にあた

り、長尾会長を初め、協会の方々が非常に努力をされ発展 しつつあると思います。

 科学技術庁科学技術振興局では機械翻訳の直接的な技術開発の面では、昭和57年 から、長尾先生のご指導

のもとに日英機械翻訳システムの開発に取 り組みまして、その成果が日本科学情報センターの英文の文献テ㌧タへ㌧ス作

成に活用され、 日本の科学技術情報発信の大きな手段 となっております。

 科学技術政策全般の観点からは現在、 日米 ・日欧間で種々の摩擦が厳 しくなってお り、日本情報の発信が

強 く海外から望まれている時期にあります。近代の科学技術活動の中心地がルネッサンス以来変遷 していったこと

を想起致 します と、それぞれ経済摩擦があり、その後に科学摩擦があり、科学技術活動の中心地が移動 して

いきましてその際には、必ず言語についても受け手側の努力によって摩擦を乗 り越えてi)サーチのアクティマ'イティー

を高めていったという現象がみられます。

 このような観点から言語や文化に大きな違いのある日本に、はたして科学技術の中心地が移ってくるのか

どうか、議論が華々 しい状況にあると思われます。欧米 との言語の相違などの障壁を持つ日本が、科学技術

の中心の一つになり、それを維持 していくためには基本的には日本情報の発信が不可欠であ り、言語の障壁

を如何にかいくぐってい くかということであ りましょう。機械翻訳は見方よっては極めてチャレンシ'ング なこと

であり、現代技術 によって可能なことかどうかは永遠の課題であるか もしれませんが、いずれにして もメーカ、

研究者がそのチャレンゾング なところで開発をし、ユーザ が利用するという、両者が一体 となって技術を高めてい

くことは夢のあることであります。

 またこういう技術開発 と利用のシステムを川上 と川下の人々が融合 して構築 していくことは日本人の最も得意

な分野ではないかとも考えられます。私は、個人的にもこの分野には非常に関心がございますので、今後 も

フ#0一していきたいと考えております。今後の科学技術政策の全体 を考えても、機械翻訳の果たす役割は非常

に大きく、単に技術開発のみならず、世界的な情報利用の促進、或いはグローバルなハ㌔トナーシップ、国際的な研

究協力にもまさしくこの分野は期待 されて くるに違いないと考えている次第でございます。

 この協会の一層のご発展を祈念 してご挨拶に代えさせて戴 きます。

     91年 度収 支計算書            貸 借対照表

自91年4月17日 至92年3月31日(単 位 円) 92年3月31日 現在

収入の部 入会金
    会 費
    事業費
    雑収入
合計(A)

支出の部 事業費
    管理費
    予備費
合計(B)

収支差額(A-B)

次期繰越金

(単位:円)

1,976,000

15,930,000

12,308,600 (MTワ ー ル ド他)

 463,347(広 告 掲 載 料)

30,677,947

'1:lll劉脳 誌
費鵯)

 466,833
20,668,973

11!:'

10,008,974

1.資産 の部

現金預 金 14,276,691

未 収 入金  3,420,㎜

立 替 金  53,770

仮 払 金  248,690

資 産 合計

2負 債 の部

来 払 金  7,390,177

前 受 金  600,㎜

負 債合計

17,999,15117,999,151

            7,990,177

3.正味財産の部     10,008,974

負債及び正味財産合計 17,999.151
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91年 度事業報告

1.総 会

(1)設立総会 (於電子協)
・日本機械翻訳協会の設立について

・会則 について

・事業計画及 び収支予算について

・役員の選任 について

・事務所の設置について

(2)第1回 通常総会 (於桜楓館)
・初年度事業計画及び収支予算

2.理 事会

(D第1回 理事会 (於電子協)
・委員会及び研究会の設置について

・事務局長の選任 について

・会員募集について

91年4月17日

91年7月25日

91年5月13日

・会員(法人個 人)入 会金(法人個 人)について

(2)第2回 理事会(於 電子協)

・91年 度 事業報告、収支報告(案)

・「MTワ ー ル ド゜92」報 告

・92年 度事業計画及 び収 支予算(案)

・AAMTへ の 移行 につ いて(案)

・MTサ ミ ッ ト開催準備 について

3.運 営委員会

(1)第1回 運営委員会

92年3月25日

91年5月16日

運営組織 研究、委員会の設置、委員長選任
・運営委員会会則の検討

・会員募集計画

(2)第2回 運営委員会
・機械翻訳国際連盟について

・各委員会活動状況報告

・会則 について

(3)第3回 運営委貝会
・第1回 通常総会議案審議

・MTフ ェアについて

(4)第4回 運営委員会

91年6月21日

91年7月15日

91年9月5日

・AAMT(ア ジ ア太平洋機械翻訳協会)に ついて

・IAMT(機 械 翻訳 国際連盟)に ついて

・Theoretical&Methodological lssues of MT 会 議

  開 催

 (MTワ ー ル ド1日本翻 訳協 会 との共催 につ いて

・MTフ ェアにつ いて

(5)第5回 運営委員会       91年10月9日

 ・AAMT発 足 に伴 うIAMT会 則 改訂(案)に つい て

 ・MTフ ェ アの企 画 と承認 につ いて

 ・MTサ ミ ッ ト準備 委員会 につ いて

(6)第6回 運営委員会       91年11月8日

 ・「MTワ ー ル ド」プログラムについて

 出展要領、開催要項、参加 申込方法 について

(7)第7回 運営委員会

 ・会員数 会費納入状況
・MTワ ール ド'92の準備状況

 ・IAMTの 活動状況

 ・各委員会、研究会の活動状況

91年12月10日

 ・制限言語研究会(仮称)の委員登録状況

 ・MTサ ミッ トの開催案

 ・自然言語処理学会(仮称)の設立、協力について

(8)第8回 運営委員会        92年1月22日

 自然言語処理学会(仮称)の設立、協力について

 MTワ ール ド'92の準備状況

 ・92年度事業活動の予定について

(9)第9回 運営委員 会

 ・MTワ ー ル ド'92の準 備状況

 ・AAMTに つ いて

 ・IAMT納 入会 費 につ いて

92年2月20日

 ・MTの 理 論 的、方法論 的問題に関する国際会議

(10)第10回 運営 委員会       92年3月16日

 ・91年 度 補 正予算(IAMT会 費)に つい て

 ・92年 度 事業計画及 び予算案 につ いて

 ・AAMTへ の移行 につい て

4.AMTワ ー ル ド'92)(シンポシ'ウム、ワークショッフ)

 92年3月18～19日,テ ピア会館 で開催

 参 加者246名 展 示会 ・ワクー クシ ョップ420名 参 加

5.ニ ュース レター 「JAMTジ ャー ナル1の 発行

  91年7月 より隔月刊 ・5号 発行

6.機 械 翻 訳 システ ムの技術 動向 に関す る調査 研究

 ・制限言 語研 究会

7.機 械翻訳 システム利用技術 に関す る調査研 究

 ・環境評価WG

 ・言 語評価WG

8.海 外 との情 報交換

 ・機 械翻訳国際連盟(IAMT)の 設 置 と協力

 ・IAMTニ ュース レターの配布
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1992年 度事業計画 1992年 度収支予算

(単位 ・円)

1.機 械翻 訳システムの普及 ・啓発事業

  MTワ ール ド、チュー トリアル、講演会等 を開催

   する。

2.ニ ューズ レターの発行

   3ヶ 月 に1回 日英併記版 を発行 し会員に配布

   す る。

3.MTサ ミットの開催準備

   電子協等関連団体と協議の上実行委員会を作

   り、円滑な開催のための準備を行なう。

4.機 械翻訳システムの技術動向等に関する調査研究

   (1)制 限言語に関する調査研究

   (2)機 械翻訳システム評価に関する調査研究

5.機 械翻訳システム利用技術 に関する調査研究

   ユーザーの利用状況、ニーズ等を調査 し、機械翻

   訳システムの利用技術の動向および利用を促進

   するための技術課題等について調査研究する。

6.国 際交流

   機械翻訳国際連盟(IAMT)、 アジア近隣諸国

   との情報交換を行なう。

〈収入の部〉会  費

     MTワールド

     雑 収 入

    収入合計

     前期繰越金

    合  計
〈支出の部〉印 刷 費

     MTワールド

     謝  金

     翻 訳 費

     会 議 費

     委員会費

    事業費計

     人 件 費

     物 件 費

     事 務 費

     通 信 費

     加 盟 費

     交 通 費

    管理費計

    予 備 費

    合  計

 '111!1

 111111

 .11111

111:

 11!111

12,000,000

 500,000

2,000,000

  1111

1,000,000

.111111

 11!11

1,250,000

1,200,000

 ・11!1

500,000

 11111

10008974

38.508.974

20.150.000

11.110.000

7.248.974

38,508,974

会員の状況
法 人 会 員

92年3月 末

55社

入会

2社

退会

2社

92年6月 末

55社

個 人 会 員

92年3月 末

195名

入会

10名

退会

3名

92年6月 末

202名

AAMTへ の移行 に伴 う名称及 び会 則の一部改正について

名称 日本翻訳協会

(旧)

(Japan Association for Machine Translation)

(略 称:JAMT)

第1章 第1条

本 会 は 、 日本 機 械 翻 訳 協 会(Japan Association for

Machine Translation,略 称JAMT)と 称 す る 。

    第2条

2.本 会 は、非営利団体であ り、近い将来の公益法人化

  を 目指す。

3.世 界各地域に同種の団体が結成 された場合には、こ

 れ らの団体 と協力 し、国際機 関を作 り、国際的活動

  をよ り充実 した もの とする。

          (改 訂)

名称:ア ジア太平洋機械翻訳協会

  (THE ASIA-PACIFIC ASSOCIATION FOR

  MACHINE TRANSLATION)(略 称:AAMT)

第1章 第1条

  本 会 は、アジァ 、
量 △ といい 詣 五で

はAsia-Pacific Association for Machine Translation

称AAMT)と 呼ぶ。

    第2条

2.本 会 は、非営利 目的の民間団体であ り、近い将来の

公益法人化を目指す。

3.世 界 各地域に同種の団体が結成 された場合には、櫨

   言 玉:r.'盟IAMTお よびその参 日の ・ と

蝕 国際的活動をより充実したものとする。

4
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4.ア ジア諸国における機械翻訳の発展を期し、これら

  関係者と協力 し、アジア地区機械翻訳協会の設立を

  目指す。

     第3条

(10)前各号に掲げるもののほか、本会の目的を達成する
  ための事業。

第3章  第10条

(1)理 事 9人 以上24人 以 内

2.理 事 のうち、1人 を会長、2人 を副会長とすること

  が できる。

     第14条

役員は、無報酬 とする。ただ し、遠距離在住者に対 して

は、会議 出席 のための旅費 を支給することがで きる。

第4章 第17条

2.議 事録には、議長及び出席した構成員のうちから、

  その会議において選任された議事録署名人2人 以上

  が署名捺印しなければならない。

第8章 補 則

(事務局)

     第28条

本会は、事務を処理するために事務局をおく。

付 則  (平成3年4月17日)

1.本 会 の設立初年度の事業計画および収支予算は、第

  23条 の規定にかかわらず、設立総会の定めるところ

  に よる。

2.本 会 の設立当初役員 は、第ll条 の規定 にかかわら

  ず 、設立総会の定める ところとし、その任期は、第

  13条 の規定にかかわらず、第16条 第2項 の規定 に基

  ず き平成4年 に開催する通常総会の日までとする。

3.本 会の設立当初の事業年度は、第22条 の規定にかか

  わ らず、平成4年3月31日 まで とする。

4.こ の会則は設立総会の 日より施行する。

4.全 文削除

     第3条

(10)鍍 本会の目的を達成するために必要な事業。

第3章  第10条

(1)理 事 9人 以 上30 以 内

2.理 事 のうち、1人 を会長、1ム を副会長とすること

  が できる。

     第14条

役員は、無報酬とする。 (以下 削除)

第4章  第15条

3.理 事会の議題は、開催 日の少な くとも3週 間前 まで

  に、各 理事 の手元に届かなければならない。

  (付加 条文)

    第16条
4.総 会の議題は、開催 日の少な くとも6週 間前まで

  に、会員の手元に届かなければならない。  (付

  加条文)

    第17条

2.議 事録には、議長および出席 した構成員のうちか

  ら、その会議において選任された議事録署名人2名

  以上が署名しなければならない。

第7章  使用言語と通貨

(使用言語)

     第25条

本会の公用語は英語と日本語とする。
2.二 つの公用語の間で解釈の相違が生じた場合は、英

  語が優先する。

(使用通貨)
    第26条

本会の収支予算および決算には日本円を使用する。

  (以上 追加条文)

第9章 補 則

(事務局)

    第30条

本会は、事務を処理するために、当画』杢匹事務局をおく

{寸 則  全文削除

5
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セミナー報告

制 限 言 語 研 究 会 に つ い て 一要旨一

 本日はこの制限言語研究会で扱 う制限言語 とはど

ういうものか、過去 にどういう制限言語が提案され

たか、今後 この研究会がどういう方針で何 を目標に

活動 していくかについて報告 させていただ く。

 制限言語そのものが何故必要かといえば、機械翻

訳システムは完全な結果を出さないのが現状であ

り、まだ手探 りの状態にある。その機械サイ ドの障

壁に対 して人間が歩み寄って入力する必要がある。

又、一文のみの翻訳だけでな く、制限言語では文脈

的な情報を補う必要があり、言語の使用法を制限し

なければならない。

 人間の場合は背景知識があるので主語や目的語の

省略の理解が容易だが,機 械はそれが全 く理解でき

ないため、これ らのことを補 うことが制限言語に課

せられたテーマ となる。

 制限言語の根本的な目的は、文の構造を明確にす

ることである。機械翻訳の性能をアップするために

知識ベースを使用する際、制限言語により支の構造

が把握できていれば単語の持つ意味が構造的に絞ら

れて判明するようになる。

 その他、制限された言語を補うこと、特殊な言い

回しを制限することなどが目的として挙げられる。

 制限言語は、1936年 にOgdenが 提案 し、植民

地政策を目的として使用 されていた。これは12個の

動詞 と約800語 の単語で英語を表現 しようというも

のであるが、僅かな動詞に熟語や組み合わせによっ

て多 くの意味を負わせるという点では、コンピュー

タにとって一番難 しい制限言語であるといえる。

 その後、キャタピラー社 においては業務上の必要

性からキャタピラー基本英語を作成 し、これによっ

て翻訳コス トが下がったようであるが、これらの制

限言語は入間を対象にしたものであった。その後、コ

ンピュータによる制限言語が1979年 頃か ら提案されるよ

うにな り九州大学 ・吉田教授による 「制限 日本語」

や、京都大学 ・長尾教授による 「Machine Ac-ceptable

Language」 が発表された。又電子協においては機械

翻訳システム調査専門委員会が設置されてお り、制

限言語について小 日本語、小英語を作 り研究してい

る。

 機械翻訳の制限言語は大まかにいうと、 「弱い」

「強い」の二種類 に分ける事ができるるが、両者と

6

も機械翻訳のよりよい結果の為に必要である。弱い

制限言語とは人工的な細工をしない自然言語に近い

状態の制限言語であ り、強い制限言語 とは人工的な

言語ではあるが、人間が容易に読めるという特徴は

失われていない。共通の特色 としては文章構造を制

限するということに重点が置かれてお り、語彙を覚

える事 に関しては制限する必要はない。

 強い制限言語 とは、文章構造を明確 にするために

括弧でくくることによって良い翻訳結果が得 られる

ことがある。又多言語の場合品詞の指定をしたり、

単語の置換 によって制限する言語であ り、弱い制限

言語は原則 として短音を書 く。

 ここで電子協で作成 した小 日本語(弱 い制限言

語)を1つ 紹介する。

  制限方法 としては
・文の構造を明 らかにするための制限を中心とする

・言葉の意味的用法 に関する制限を入れない

・文脈及び背景知識を用いなければわからない情報

 の省略は禁止する

  具体的な原則 として
・文は原則的に短文にする

・可能な限 り最 も近い用言を修飾するように連用修

 飾句 を置 く
・最も近い体言を修飾するように連体修飾句 を置 く

・名詞句の並列要素の間 と最後 とに、助詞 「と」

 「か」 「や」 「とか」を付ける
・述語語尾 と格助詞 とは、原則的 に省略してはな

らない
・漢語は漢字で書 く・数字はアラビア数字で書 く

・例示は()内 に挙げる

・文語表現 ・冗長な表現は避ける

・発言、思考、命題等の内容 は 「」で囲む
・式、変数名、文字列等 は 「」で囲む

・外来語の区切 りは必要なら"一"を 用いて表す

 制限言語の今後について述べる前に、現在の機械

翻訳システムのやり方とは別 な方法についての構築

を考えて行かなければならない。つまり、文章を見

た時ハ'ターンがすぐ判るようなものの構築である。機械

翻訳を使う場合、前編集は現在人間の手に頼ってい

るが、ある程度のものは機械でも充分可能であると

思う。従って制限言語を深 く研究することにより機
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言葉にも人格がある

(株)イ ンターグループ 社長 小 谷 康 造

 私が大阪 ・千里の万博の数年前にインターグルー

プを設立 した当時は、大阪で外 国の方を見掛ける機

会 も少なく、 まして同時通訳や翻訳といった職業は

まだ世間に知 られてお りませんで した。このような

分野のビジネスが成功するはずもないと、まわりか

ら反対があったのはいうまでもあ りません。 しか

し、東京 という管理 された社会ではなく、ある意味

では自由な土地である大阪でこのビジネスを始める

ということで、将来への大 きな夢 をもって新 しい一

歩を踏み出しました。 これはある意味では、もうか

る、 もうか らないといったものではなく、大阪独 自

のや り方での挑戦のようなもので した。現在までの

長年の経験か らできた同時通訳者や翻訳者の教示法

はNO.1と 自負 してお ります。この手作 りにも近

い方法で多 くの同時通訳者や翻訳者を育て、その優

秀な人材 を現場で生かしながら、 ビジネスの内容も

どんどん充実 しつつあります。

 1983年 に長尾先生のもとで機械翻訳のプロ

ジェク トが始まった時も、この新 しい分野に将来の

夢 を感 じ、現在にいたってお ります。それから10

年近 く、MTサ ミットやIFTTな どの国際会議、

Pエ ディターの養成、EDRの プロジェク トなど機

械翻訳のあらゆる方面でお手伝いさせていただいて

お ります。その間、最初は興味本位で しか世間に受

け入れ られていなかった機械翻訳も、最近ではよう

      ☆   ☆   ☆

械翻訳の負担を軽減 してい く。ここに制限言語の

意義があると思 う。

制限言語を正規 日本語、制御 日本語という言い方

に変えたものを作っていってはどうか と考えてい

る。概略を述べると文の構造が明確であるもの、

言い回しが標準的なもの、機械翻訳システムがこ

の正規 日本語ですると100%受 容可能なものにな

る。

 そこで、制限言語研究会の目的 とするところ

は、正規 日本語の作成ということである。種々のレ

ペルの正規 日本語を作 り、その評価 もしていきた

い。通常我々が話している言葉をこの正規 日本語

に置 き換えてみて、どの程度機械が受容できるも

のかということについても考えていきたい。

内田 裕士(富 士 通研 究所 知 識処理研究部長)

やく現状を正 しく世の中で理解 してもらえるように

なりました。しかし、人間が機械 を上手 く利用する

ためには、 これからの努力の積み重ねにかかってい

ると思います。 ましてこの10年 来、いろいろな場

面でお手伝 いさせていただいているのは、大変光栄

であると同時に、機械翻訳の実用化の鍵を握ってい

るのは、20年 以上通訳 ・翻訳の現場で苦労を重ね

てきた我々のような立場の取 り組み方であるように

思われます。

 言葉というのはふ しぎなもので、人間か らはなれ

ると別の人格 を持つ性質をもっています。それを機

械が翻訳するわけですか ら、並大抵のことではない

ようです。現在 のMTは メーカの研究者の努力のた

まものではありますが、 どちらか というと理論先行

型であるような印象があります。実際翻訳する時に

人間がどのように考え、 どのような辞書を調べ、ど

のように文章を組み立てるかが、 まだまだ機械 には

わかっていないように思われます。翻訳会社の柔軟

な頭で、機械翻訳をとらえることにより、今後 ます

ますのこの業界 の発展を期待いたします。

 最期 に、本当の実用化 までまだまだ時間がかか

り、こつこつと努力を積み重ねていかなければなら

ない分野ですが、さいの河原に石を積むのではな

く、結果として万里の長城が築けるような努力 をし

ていきたい と思っております。
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「自然言語処理の基礎」

入 門者向 けのチュー トリアルです。

奮 って ご参加 下 さい。

1992年8月24日(月)・25日(火)

午前10時 ～ 午後5時15分

東 京 工業大学

具体 的内容、申込方法、参加費 に

ついて は下記へお問い合 せ下 さい。

三菱電機 株式会社

情 報電子研 究所言語 グループ

高 山 泰 博

TEL.0467-46-3665
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 自然 言語処理の研究は、人間のコミュニケーシ ョン

の道具である言葉の研 究であ り、人間行動 さらには文

化 の研究で もあ ります。最先端の処理方式 と膨 大かつ

精密 な辞書や文法等の言語データ、そ して、 言葉に対

するこだわ りを持 った研究者の繊細 な感性が、知的で

人に優 しい商品を生み出 します。

 当社では高度化す る情報化社会 において、人 と情報

の新 しい関わ り方をテーマに、 より一一層 使 い易 く便利

な情報機器 の創 幽を目指 し、 自然 言語処理 の研 究開発

を情報 システム事業本部のi青報システム研究所 、技術

本 部の情報技術開発 セ ンター、Sharp Loboratories of

Europe, Ltd.(SLE)お よびマルチ メデ ィア開発本 部の応

用 システム研 究所 の4ヵ 所で行 っています。

 情 報 システム研 究所 では、 日本語WP「 書院」、英

日機械翻 訳システム 「DUET E/J II」等 の 自然言語処理

技術 を応用 した各種文章処理システムの研究 を、18年

前から開始 し、現在 に至るまで膨大 な言語 データと、

英語・日本語 に関する言語知識、そ して、 言語処理の

技術 を蓄積 して きま した。

 英 日機械翻訳システムはワークステーシ ョンタイプ

のDUET E!J IIと ノ ー トタイプのDUET Qtの2機 種 を

商品化 しています。 これ らは、 タフな解析能力 を持つ

2パ ス解析方式、2種 類 の意味体系 を用いた柔軟 な意

味処理、79,000語 の高精度基本語辞書によ り、高速か

つ高精度の翻訳 を実現 して きました。そ してよ り広範

囲のお客様 にご使用いただけるように11種 類の 専門用

語辞書(情 報処理 、電子工学、経 済、化学 、科学 一

般 、医学 一・般、バ イオ、 自動 車、航空 、 コンピュー

タ)を 開発 して きま した。

 今 後の課題は、よ り使 い易 く、よ り知的な翻訳シス

テムを開発す ることです。複雑 な長文 も正 しく翻訳す

るための新 しい解析法式、優先解釈方式の研究お よび

使用者、翻訳者のノウハウが 自然 に機械 に蓄積 されて

い く高度 な学習機能の研究 を進めてい ます。機械翻訳

は、省力化の道具である と共に、人間の知的活動 を支

援す る道具で もあ ります。 より満足のい く翻訳 を目指

す と共に、翻訳者の支援 ツール として便利 さを追及 し

てい きます。

 情 報技術開発 センターでは 自然 言語処理の基礎技術

の確 立を主目的に、 日英機械 翻訳、知的文章処理 など

の研究開発 に取 り組 んでい ます。

 開発 中の 日英機械翻訳 システム は、 意味 トランス

8

シ ャ ー プ 株 式 会 社

ファーを採用 し、 きめ細かい訳 し分けの出来 る点が特

徴 であ り、 また、 日本語 に内在す る曖昧性や冗長表現

等 を正規化 する自動 リライ ト機能 も特徴 として挙 げる

ことが出来 ます。 さらに、高性能化 を目指 してテキス

トワイ ドグラマーに基ず く文脈処理、機能文法に基づ

く英文生成 な どの研 究を行 っています。 一一一方、知 的

文章処理 と して、マルチメデ ィア、ネ ッ トワークに対

応 した新 しい技術の研究開発 を進めています。文章作

成では、ユーザ ーとシステムが協調 して文 章を作成す

る環境 として、記載 された文章の中の客観的データを

基 に推敲 上の ア ドバ イスを行 うような文 章ア ドバ イ

ザ ー機 能の研究 を行 っています。 また、文章の電子化

に備えて、文章の情報検索、 フィリタリングを目的に

マルチメデ ィア対応の情報検 索の研 究開発 も行ってい

ます。 ここでは、フルテキス トサ ーチ、コンテキス ト

サ ーチの両方を対象 として概念検索の実現 を目指 して

い ます。 この外 に言語処理 と知識処理の両方 に共通す

る基本技術 として、類似照合技術の研 究開発 も進めて

います。

 今 年7月 幕張 に新設された応用 システム研究所 は、

自然言語処理技術、マルチ メデ ィア処理技術 をベース

に して人間 にとって使 いやすい、フ レン ドリーな情報

機器の開発 に取 り組んでいます。その一環 として 自然

言語の意味処理技術 を利用 した情報検 索システムの研

究開発 を行 っています。具体的には、人間が システム

に対 して英語や 日本語な どの 自然言語文で問 い合せ行

なうと、システムがその意味内容 を理解 し、大量の文

章データか ら必 要な情報 のみ を検索する ような知的な

システムの開発 を目指 してい ます。 プロ トタイプシス

テムの開発 では大量の文章データを扱 うため に、EDR

の 大 規模 な電r化 辞書の使用 を検 討 してい ます。

 最後 に、1990年 英 国の オックス フォー ド・サイエン

スパークに設 立されたSharp Laboratories of Europe,

Ltd.(SLE)で は、 グローバ リゼ ーシ ョンへの対応 とし

て多言語 間翻訳の研究 開発 に取 り組 んでい ます。 英

国、 ドイツ、フランス、の3ヵ 国語間の双方向機械翻

訳 システム をターゲ ッ トとし、英国の大学 と共同研究

を行なっています。最終 的には この3ヵ 国語 と日本語

間の双方向機械翻訳 を英国と日本 のチームが協力 して

開発 する ことを目指 しています。

(情報システム研究所第1開 発室長 藤本好司)
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 翻訳の現場から

            翻訳者は トレンデ ィ?

                              袖川裕 美   輩

筆者の略歴 (株)サ イマル ・インターナショナル翻訳部主任。東京外国語大学仏学科卒業後・

      国際交流基金の奨学生 として、カナダのブリテッシュ・コロンビァ大学大学院に

      て 日本文学修士課程を修了。1988年 秋 より同社に勤務。         『'    ・

ニ ュースキャスターやス タイ リス トな どと並 んで、

最近で は翻訳者 も、 お しゃれで トレンデ ィで華麗 な

職業の仲間入 りを している といい ます。実際 にこの

仕 事 に携 わっている者 か ら見 れば 「へ え一」 という

ような話ですが、 そ ういえば、ふ と見 たあ るTVド

ラマの美 しい女主人公 も、映画の字幕翻訳者 という

ことになっていま した。

私 の場合、 インハ ウスで仕 事 をしてい るので、締切

りを目前 に して、 な りふ り構 わず ワー プロを打 ちま

くるな どという事態 は何 とか回避 して いるつ も りで

すが、毎 日の仕事 は"お しゃれで トレンデ ィで華

麗"な イメージか らは程 遠 く思われ ます。私の主 な

業務 は翻訳(主 に 日→ 英、英→ 日)と 翻訳 のチェッ

クですが、 コツ コツ と地味な作 業 の連続で、溜 め息

交 じりに 「"ネ クラ"な 仕 事だな」 と思 う こともよ

くあ ります。

中で もサ イマルが力 を入れて いる品質管理 は、 その

最 たる もの といえるか も しれ ませ ん。 いったん出来

上が った翻 訳を原 文 と照合 して、誤訳 や脱 落が ない

かチェ ックする。調査 が必要 な場合 はで きるか ぎり

調べ る。 この作 業を続け ている と、 自分 の ことは棚

に上 げ、つい人の翻訳 にケチをつ け、 あ ら捜 しをす

る ような習性 が身 につい て しまい ます。 しか し、 こ

うい う"ネ クラ"気 味の作業 をす るか しないかで、

製 品の質は決定的 に違 ってき ます。

規模 の大 きな プロジェク トで は、本格 的な品質管理

をする こともあ ります。例 えば、 日英 翻訳の場 合

に、 日本 人顧 客 と外 国人 スタ ッフ と私 とで ミィー

テ ィングを開 きます。私 の役 割は、両 者の問 にたっ

て双方の意見 を調整 してい くことにあ りますが、あ

る時は国粋 主義者 にな り、 日本 人な らでは の発想 ・

表 現 を何 とか英語人 に分 か らせた いと思い、 またあ

る時は"英 語か ぶれ"丸 出 しの気 分で、 クライアン

トを説得 した りしてい ます。 そ う したコ ミュニケー

シ ョンの過程で 、正確 で美 しい訳文が 出て くる と、

私 も"ネ クラ"ど ころか幾分 誇 ら しく、二 つの言語

が結 び付 いてい く現 場にいる喜 びを味 わいます。そ

の瞬間 はひ ょっ としたら"華 麗"と さえいえるか も

しれ ませ ん。 そ もそ も何 才の頃か らで しょう

か、私 は"言 葉"が 好 きで した。人間 の真理、神髄

を捕 らえた言葉 に出会 う と心 ときめき、美 しく鮮や

かな表 現に出会 うとワクワクするので す。 そう した

言 葉が もた らす感動 も、最初 は日本語 で しか味 わえ

ませんで したが、他 の言語 を勉強す ることによ り、

日本語 以外 で も少 しは味 わえるようにな りま した。

仕事 で扱 う実務 文書 では、魅 せ られ るような美 しい

表現 に出会 うことは殆 どあ りませ んが、"ネ クラ"

だ の何 だの とい って いるわ りに満足 してい るところ

が あるのは、おそ ら く"言 葉"に 関わ って いられ る

か らで しょう。

この路線 でい きます と、 当然 のこ となが ら、 コ ン

ピュー ター、機 械翻訳 な どの類 いには拒否反応 を起

こ して しまい ます。 そこには、高度 に人間 的な言語

活動 が 「機械 な んか にで きるはず ない」 とい う、人

間の知 能 に対 す る絶大 な信頼 と奢 りが あるのか もし

れ ませ ん。

ところが、先 日、 ある機械翻訳機 のデモ ンス トレー

シ ョンを見 にいった ところ、私 の中に意外 なほ ど拒

絶 反応 が起 きませ んで した。 それ どころか 「機械 も

結 構が んばっているな」 と思 ったので した。人 間が

判断 に迷 う時 の頭 の働 きをそのま ま疑 問の形で表現

して くる様 子が、"可 愛 く"さ えあ り、まった く融

通 の効 か ない ところ も頑 固おや じの ようで、か えっ

て人間臭 さを感 じました。

しか し、機械翻 訳 と徹 底的 に品質管理 をした"人 間

翻訳"と 、 さらに敢 えて いうな ら人を感動 させ るよ

うな言葉 とが、 いっ たい何処 まで歩み寄れ るので

しょうか。疑 問が残 ります。

そ れに して も、最近の文書 に最多出場 と思 われ る

「21世 紀」 には、翻訳 という仕 事は どうなってい

るで しょうか。 い くら機 械翻訳が進 んで も、基本的

には、今 と同 じようにコツコツ、そ して時 にはイジ

イ ジと考え る仕 事の ままで しょうか。 それ と も、機

械 と協 力 し合 って感動的 な一文 を作 り出す 、最先端

の"お しゃれで トレンデ ィで華麗 な"職 業 になって

い るで しょうか。そ して私 は何 を しているで しょう

か。そ んな ことを考 えている と、 とか く暗 い予想 の

多 い21世 紀 も何 だか楽 しみに思 えて きます。

                     9
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FROM THE B ATTLEFIELD OF TRANSLATION

                                                                Hiromi Sodekawa

Prof皿e

       Hiromi Sodekawa is a translator and checker at Simul International, Inc., in Tokyo, a position she

has held since September 1988. After graduating from the Tokyo University of Foreign Studies with a major

in French, she entered the graduate program at the University of British Columbia, in Canada. There on a

scholarship from the Japan Foundation, Ms. Sodekawa studied modem Japanese literature and received her

M.A. in 1988.

Is It True That the Business of Translation is Trendy?

  Ihave recently heard it said that the job of translator is now considered rather fashionable, almost trendy.

The spotlight, it is said, seems to be shining as brightly on the professional translator as it does on the news-

caster or the fashion stylist. Being a translator, I find this surprising, even amusing. As if to prove to me that

it is so, however, a TV drama I watched recently had the pretty young heroine working as a translator of

movie sub廿 皿es.

  Because I am working as an in-house translator, I manage to keep hidden those hysterical moments when,

madly rushing to meet a fast-approaching deadline, I devote my full energies to the rhythmic tap-tap-tapping

of my computer keyboazd. During those anxious moments I do my best to appear calm. I must be awaze of

my appearance at all times. But still, what I do at the office seems to me nothing like my image of a"fashion-

able, trendy, and spotlighted"occ叩a口on. My work consists of translating material from English into Japa-

nese and from Japanese into English, as well as checking other translations. Each step in the translation

procedure requires a patient and unflagging attitude to the work. This can be very asocial at times. So much

so,血at I o血en say to myself,"What a nekura, of gloomy job this is!!°'Isometimes feel that it is a job best

suited for a person who likes to feel closed in.

 Quality control, which Simul sets particular store by and which a checker is ultimately responsible for, can

be described as the most nekura work of all. This arduous task consists of comparing the draft translation

against the original document, in order to expose any mistranslations or omissions. If any errors are found , it

is山e checkersjob to correct them・In addition to山at,山e checker must, if necessary, research any nebulous

information that is found in ei山er山e draft translation or山e original text. lfiis entire process forces a

checker to form山e habit of trying to find血e weak points in山e賦ansladons of o山ers and criticセing血eu

work, while at the same time putting aside his or her own weaknesses. Whamゆicking work it is!Checking

does, however, make a huge difference in the quality of the final translation.

When it comes to really big projects, we often employ an even more rigorous method of quality control. If

山eproject deals with a translation from Japanese into English, for example, we hold m㏄ 丘ngs involving the

Japanese client, a native-English translator or editor, and myself. My role at these meetings is principally山at

of translator, and I work to adjust and summarize the opinions and statements of each party in order to render

them as effective and accurate phrases in the language of山e other party. At times I become a pure national-

io
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ist, trying to make clear to native-English speakers specific words or ideas that are indigenous to Japan. At

other times I take on the role of Anglophile and try to convince the client of the merit of a particular English

point of view. During this effort at cross-cultulal communication出ere often emerge some very elegant and

eloquent phrases. And it is at moments like this that I feel particularly proud, it is then that I lose the

"gloomジfeeling I sometimes have toward my work
. I take great pleasure in participating in a dynamic

moment, when two different languages and two different cultures connect. At these moments, translation is

血1ジspotlighted"fbr me, and山e beam is waml and rewarding.

  Ihave a great love for words. I don't remember quite when I began to feel this strong attraction, but it

started when I was very young. When I run across phrases which speak the truth, which strike to the very core

of humanity and plumb the dep山s of o曲eing, I am greatly moved, even面11ed. Well-expressed, bea曲1-

sounding words also hold a great fascination for me. Before I began studying foreign languages, I was only

able to access thisjoy血rough language by way of the Japanese tongue. Now,however, I can apPreciate some

of the beauty in o山er languages as we11. Unfortunately, it is very rare for me to encounter fascinating expres.

sions in the documents I handle at the office. But still, it is because I am able to enthusiastically involve

myself in words that I somehow remain satisfied with my work, even while I complain about the nekura

quality inherent within it.

   Standing, as I do, in this relationship to language, it is not surprising that I hold a real revulsion to com-

puler or machine translations. At山e bottom of my heart there resides an absolute trust in human intelligence,

even a touch hubris born from this unremit血g faith in humanity. And it is this飴ith which underlies my un-

compmmising belief山at machines can never, and wm never, sufficiently process such highly sophisticated

human activities as language.

  Imagine my surprise曲en when I saw a demonstration of machine translation the other day. My reaction

was contrary to what I had expected of myself. In fact, I felt like saying to山e machine,"Well done, good fbr

you!"In the process I witnessed, the machine brings up in the form of questions those things which it cannot

handle. In actuality, it works the same way as our brains do when we are of two minds regazding a particular

decision or judgement. I could empathize, therefore, with this particular characteristic of the machine, so

eerily reminiscent of a basic human a面bute. It could even be inflexible and hidebound. This too I fbund

surprisingly human--it reminded me of a stubborn old man.

  The question then is this:How can we narrow the gap--how even can we realize a marriage--between ma-

chine translation, human translation, and the use of moving phrases and words which touch our souls?

When I ponder山is quesdon, my thinking about translation becomes unfocused and meandering. In the

twenty-fast century--this word seems to be the most frequently used of the words appearing in business

documents these days--what will happen to山e translation business?No matter how much machine transla-

tion progresses, translators seem destined to grind away at their jobs and nitpick on details as we do. Perhaps

it will truly become a"fashionable, trendy, and spotlighted"occupation, in which people will cooperate with

machines to produce shafp and expressive implessions which will s血our human sensibilities.

  A1山ough many have posited some rather dark prognostications fbr the next century,山is wandering of

血ought puts me in a state of mind where I am looking forward to山e new millennium wi山agreat deal of

anticipation.

11
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九州工業大学情報工学部の紹介

九州工 業大 学情 報工 学部 は,1986年 我 が国最初 の

国立大 学 におけ る情 報工学部 と して設置 され ま し

た.

 現在 では,亀知能情報工学,電 子 情報工学,制 御 シ

ステム工学,機 械 システ ム工学,生 物化学 システム

工 学の5学 科約2㎜ 人 の学生 を有 し、「工学 の各領域

に通 じた情 報技 術者 ・システ ム技術者」 を養成 する

ことを 目的 と してい ます.

 そ のため,研 究 ・教 育 ・教育管理環境 として,

UND(ベ ー スの計算機等約800台 が 接続 され たネッ ト

ワークが完備 してお り(図1),工 学 ・理学研 究者,

学 生だけで な く,一 般教養の教官 もネッ トワークを

有効活用 してい ます.更 に,映 像 メディアを用 いた

教 育 システ ムや広報 シス テム,食 堂や生協 でのキャ

ッシュレス ・システ ム等,キ ャンパ ス ・オー トメー

ション化 も行 な われ てお り,情 報工学部 にふ さわ し

い学内 ネッ トワークを完備 してお ります.

[学 内 で のMTサ ー ビ ス]

 コンピュータ ・ネッ トワークが発達 してくると,

ネットワークを経由 して機械翻訳のサービスを受け

るという形態の機械翻訳システムが考えられます.

本学でも,電 子 メールによる機械翻訳サービスを

1991年 秋から学内の限定されたユーザに対 して提供

しています.

 本サービスは,学 内ネッ トワーク上の1台のワー

       学外

    工学部        IPルータ

教室

情報科学センター

教室

ラー ニ ン グ プ リ ッジ

教室

 FACOM 2890

(200M光 ル ー プLAN)

翻訳

サーバ

クステ ーシ ョン(SPARCstation)上 に、翻 訳エ ンジンと

して沖電気工業(株)と(株)オ ージー情 報システ ムが

開発 ・発売 している機械翻訳 システムPENSEEを 稼

働 させ,自 作 のメー ル ・インタフェースを用 いて翻

訳サ ーバ とす るこ とに より実現 してい ます.

 ユ ーザ は、メール ・ヘ ッダ部分 のSubjectブ イー ル

ドに,英 日か 日英かを示す フラグや対訳表!訳 文表

示か を示す フラグを,メ ール本体 に翻 訳 したい文章

を記述 した翻訳依頼 メールを機械翻 訳サーバへ送 り

ます.メ ール ・イ ンタフェースは,メ ール を受 け取

ると,ユ ーザ ・ア ドレスの確認,フ ラグ処 理 を行 な

い,メ ール本体 を翻訳 エ ンジ ンにかけ,翻 訳が修了

した ら翻訳エ ンジ ンの出力結 果をメール に してユ ー

ザ に返 します(図2).

PENSEEは 翻 訳 エンジンの部分 をUN[Xコ マ ン ドと

して提供 しているので,こ の ようなメール ・イ ンタ

フェースはシェル ・スク リプ トで極 めて容易 に作成

で きます.

 学 内で のユ ーザ は,機 械翻訳 に興味 を持つ教官 や

学生で あ り,特 に,学 生 は喜 んでニ ュース の記事 や

オンラインマ ニュアルを翻訳 してい る様 です.現 在

のユ ーザ は機械翻訳 の ことを授 業等で学習 している

者が多 く,そ の'実 力"を 理解 してい るので,そ れ ほ

ど評価 は低 くはあ りませ ん.

 これ らのユ ーザ の多 くは、ユ ーザ辞書 の登録 文区

切記号 の指定 を可能 にする ことを要望 して います.

こ のような機能 は,ス タ ン ドアmン で使 用す る際

情報工学部幹線

IPル ー タ

学生実験演習用ネ ットワーク

 ワ ーク    ワ ーク    ワ ーク

ステ ー シ ョン ス テー シ ョン ステー シ ョン

IPル ー タ

大講座用ネットワーク

 ワーク   X端 末  パーソナル
ステーション       コンビュータ

IPル ー タ

大講座用ネットワーク

 ワ ーク   X端 末  パー ソナ ル

ス テー シ ョン        コ ンピュー タ

図1:九 工大情報工学部計算機 ネッ トワーク
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には問題なく実現されているのですが,ネ ッ トワー

ク上で使用する際には,サ ーバ ・マシン上 に存在 し

ないかもしれない個人用やプロジェク ト単位の登録

ファイル,特 に辞書をどのようにして翻訳エンジン

に渡すかといった課題をクリアする必要がありま

す.

[テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンFUKUOKA 92

で のMTデ モ 】

 1992年6月 福岡市で行なわれた 「テ レコミュニケ

ーションFUKUOKA'92」 の大学展示ブースにおい

て,九 州地区における大学、官公庁、企業等の研究機

Fro瞬:dae騰 〔〕Halal。laLkuutech。ac Jp

Return-Path: <daemaiOlai.kyutech.aG.jp>

To: guest@al.kyutech.ac.Jp

SLbJect: PEr6EE: Translation Result
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図3:テ レコム福 岡でのデモ形態
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関 を結 ぶ コンピュー タネッ トワー クの構築 ・運用,

そ の利用技術 の開発 ・促 進 を目的 とした九州地域研

究ネ ッ トワー ク(KARRN:本 学 も参加)の 発表 ・展 示

が行 なわれ ました.こ こで,ネ ッ トワーク ・サ ー ビ

スの1つ として,本 学 の機械翻 訳サ ー ビスのデモ を

行 ないま した.会 場 とKARRNの1サ イ トをISDNに

よ りネ ッ トワーク的(TCPIIP)に 接 続 し,メ ールを会

場 か ら本学 の機械翻 訳サーバへ送 ることによ りデモ

を実現 しま した(図3).デ モ 文 には10～15行,500～

700字 程 度 の新 聞記事 を使 用 しま した.

 デ モを御 覧 になったお客 さまは,文 章間 にまたが

った意味や話言葉が うま く翻 訳で きないけれ ども,

翻 訳速度が人間 に比 べて早 く,ほ ぼ読める文章 に翻

訳 して くれ るこ と,特 に,メ ールに よる 自動翻訳サ

ー ビスは
,ネ ッ トワーク に接 続 さえ していれば よい

ので,非 常 に便利 である との ご意見 が多 く,好 評で

した.

[さ い ご に]

 ネッ トワークを利用 した機械翻訳システムは,機

械翻訳サーバを1個 所にすればディスクが節約でき

ること,使 用形態や使用機種が通信 ソフ トを持つ限

りほとんど限定 されないこと,機 械翻訳サーバとの

通信部分 とは別にエン ドユーザに対する実際のユー

ザ ・インタフェースをかな り簡単に変えることがで

きるといった利点があ ります.

 また,使 用状況を見てみると,オ ンライン辞書と

同様に、自分が外国語文書を読むため/書 くための

ツールとして機械翻訳を利用 してお り,ネ ッ トワー

ク上で簡単に使えるツールの1つ になっていると言

えます.

 今後は,学 内のすべての人間がアクセスできる様

にした上で,語 学や自然言語処理に関する授業等で

使用すること,及 び留学生向けのネッ トワーク ・ニ

ュースの翻訳サービスを行なうことを計画 していま

す.

  (九州工業大学 情報工学部  中 村 順 一・
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隣 鋸 一一一一一一一一一1

1 環 境 評価WG  l
■                ■

L-一 一一輩垂塾劉
 機 械 翻訳 は単独で成 り立 っているわけで な く、ユー

サ゚ が 欲 している製 品 としての翻訳、 あるいはドキュメン

トを作成 している とい う中で、機械 翻訳 システムその も

の を評価 す るだ けで な く、む しろその機械翻訳システム

につい て一体何 が求 められて いるのか を、我々 は早

め に知 ってお く必要があ るというこ とで昨年12月 か

ら予備 調査 と して行 った結果が本 日報告す る内容で

あ る。 まず翻訳過程 にお ける種々 の問題、x-$'が 抱

えてい る問題 を抽出す るため、翻訳過程の電子化、

効 率化 が どの ように行われて いるのか、機 械翻訳の

品質の管理 改善 をどう してい るのか、文書処理 ある

いは文書管 理システムの一環 と して機 械翻訳が どの よう

に とられているのか を調査 す ることを目的 と してき

た。 ここで は、 まだ問題 を明 らか にす る為 の予備

調査 の段 階で、初 め は機 械翻訳システムの 開発会社 ・・

この調査結 果は、あ とで杉村 氏(松 下電器)か ら報

告 がある、 また機械 翻訳のユーザ で主 に実際 にシステムを

使 うのは翻 訳会社 が多い ことか ら翻訳会社 が 中心 に

なっているが、他 にもソフトウェアハウスとか製造業の ドキュメ

ント部 な どを対象 とした。 この調査 について我々が機

械翻訳システムを開発 する時 に(5～10年 前 になるが)

機 械翻 訳システムとい うもの は翻 訳者 をサボ'-Fす る よ う

なシステムである と考 えていた。そ こで機械 翻訳システムが

作 られれば必 ず翻訳 者が 自分 の仕 事 を楽 にす るため

システムを使 うであろ うと。 ところが現実 にユーザ 調査 を

してみる と翻訳 者が、機械翻 訳システムを使 ってい ると

ころは皆無 に近 かっ た。 特 にそれ を商業へ㌧スで使 お

うとする世界 では殆 ど翻 訳者 は機械 翻訳 に関与 し

ていない。 それは何 故か とい うことも、 この環 境評

価WGで は考 えてみ たい と思 う。つ まり機械翻訳 と

い うものは今 までにない、新 しい ドキュメントを処理す

る ような枠組み を提供 しつつあるのではないか、今

まで どち らか とい うと技 に近 かった翻 訳 とい う作 業

をむ しろエンゾニア1ング として捉 える、あるいは機械翻

訳 を導入す るこ とに よって文 章を工学 的に捉 え るよ

is

う な動 きを模索 しているのではないか という印象 を

持 った。 ユーザ における機械翻 訳システム導入の動機、導

入後 どうなったかに も興味 がある。翻訳会社 は総 じ

て翻訳コストを低減 させ たい、1へ ㌧ シ゚ A4版 で4・5千 円

す る ものを例 えば1-2千 円 で提供 で きれ ばずっ と翻訳

の世界 は広が る。実際 やってみる と工程 管理 も含 め

て1 123に下 が ってい くとい う報 告があ る。 また機

械翻訳システムを導入 する とい うこ とは、飛行機 ・船 な

どのマニュアルに例 えるとそ の製品が稼働 するまでにそ

の翻訳 を終 わ らなければな らない訳 で大量翻訳の迅

速化 を行 いたい とい うことで実 際 にユーサ'サイドで はそ

ういう世界 の、分野別 のユーサ'辞 書 を強化 して大量 ・

大規模 翻訳 に繋が りをつけ効 果を上げつつあ る と聞

いている。 このよ うな動機 で導入 し、最初 翻訳者 を

使 って、機械翻訳システムで大 量に処 理す ることを どの

会社 で も考 えた。 ところが実際 にはホ'ストエテ'イティンク'の

作 業で殆 ど翻訳者 に使 われず、む しろ翻訳者で はな

い、英語 を知 っている人 が新 しい職 業 として機 械翻

訳技術 者の役 割 を果 たす ようになって きてい る。多

分 どの翻訳会社 で もこの機械翻訳 を使 う翻訳者の育

成が急務 になっているのではないか と思われ る。ソフ

トウェアハウスで はこれ も翻訳会社 と需 要は殆 ど変わ らな

いがソフトの説明書の 日本 語化 がか な り大 きな需要 を

占めて いる。実際 に翻訳作業 をそれ程 していな いた

め、翻訳結 果のi)ライトを外 注 していた。 とする と結 局

機械 翻訳システムを導入 した場合、コストが かえって高 く

な るとい う問題が発生 して しま うとい う。結 局、機

械 翻訳 を使 った翻訳 というこ とでそれ に通 じた専

任 者 を養成 しなけれ ばな らない、 そ うすれば必 ずペイ

す ると信 じてい ると言 っていた。 このソフトウェアハウスで

はネットワークで誰で も端 末で計算機 をアクセスす るこ とが で

きる。 こうい う環境 に機械翻訳 を置 くと今 まであ ま

り英語 を使 わなか った社 内の技術者 が どん どん英語

論 文の翻訳、あ るいは自分でマニュアルを翻訳 する作業

に従 事す るようになった とい うことで、機械 翻訳の

あ るネットワーク環境 というのが導入側が気付 かない よう

な効 果 を生み出すので はないか とい う感想 を持 っ

た。製造業では製品 に対 してマニュアルを整理 しなけれ

ばな らないのが ドキュメント部 の大 きな役 割 にな って く

る。 この製造業は通信 関係 の会社 で交換機 を扱 って

いる。交換機 は例 え ば需要が ある場合、顧客 によっ

て少 しずつ仕様 が違 って くる訳で、 それに対 して

夫 々マニュアルが必 要 とな り、多量の翻訳作 業が 関わっ

て くる。それを うま く管理 してや らない とドキュメントを



作 り管理す るコストが膨大 にな りこの ことが問題 に

な って いる。そ れに対 して機械翻 訳 を導入 し、 これ

らの ドキュメントを電子 化 し製品 の動 き とドキュメントの動 き

それ に対 す る翻訳結 果を統合 して管理 して いこ うと

い う動 きが社内 で起 こり、そのためのフ'ロシ゚ エ4Fが 推

進中で ある とい う。 この作業 をしてい く上で、仕様

種 毎の翻訳 のスタイル等 を自分達 でコントロールしたい とい う

気 持ちが出 てきて、ユーサ'に よる機械翻訳システムのカトマイ

ズ がで きない ものか と、色 々な試み を しているそ う

である。機 械翻訳システムを用 いた翻 訳過程 については

極 めて一般 的で ある。 まず入力 は、翻 訳会社 も含 め

て英 日が圧倒 的 に多 く2対1位 の割合 で ある とう。

殆 ど㏄Rで の入力で フロッヒ㌧ での入力 は僅か だそ う

だ。 フQryヒ㌧ 入力 の場合 は、 フ'リエテ'イッF-一 入 力 の修

正一チェッか に よるチ・ックー 入カー 出カー 修正 を行 う。

そのま ま製品 にす る場合 と、粗 翻訳 に して ネイティフ'チェッ

クを受 ける もの とがある。各会社 でヒヤリングした結 果、

A4100'x'シ'に かかる時問は以下の通 りで ある。

5-10!h～ フ'リエテ'イット 機 械翻訳入力 ～5!hホ'ス トエテ゚ イッ

ト10～20/h 各社 によ りば らつきがあるが、 これは

牒 ■一一一■一一一一1
目 システムサイ ドから見た    ■

1運 用性 ・鰍 翻訳の環境について1
■     杉村 領一     ■

■        松下電器情報システム研究所 ■

L-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 」

 開発 サイド か ら、昨年実施 した調査 の結 果を踏 まえ

て報 告 したい と思 う。 まず、システム導入 の動機 である

が 、マニュアル類 の翻 訳が 中心であ る。 当然 の ことなが

ら、機械 翻訳を用い て翻訳全体 のコストを低減 し、効

果的に これ を使 いたいという動機 で購 入 してい るケー

スが多 い。翻 訳量 につ いて は、調査 した対象 がまだ

さほ ど多 い訳で はな いが、月 当た り500か ら3㎜ へ㌧

シ'の 翻訳 をこな している。 どの程 度の量 をこなせ ば

ペ イす るか につ いては、種 々意見 があ り、例 えば月

最低1万 へ㌧ シ゚ 翻 訳 を行わ ない と機械翻訳 ではペ イし

ないのでは とい う意見 もあった。 以下、翻 訳システムを

翻訳 工程全 般のコスF9'ウンとい う視 点か ら見直 してみ

よう。最初 に翻訳文書 の入力工程 では㏄Rな どを用

いて紙 上の文書 を入力す る手法 と、フロッヒ'一等 によ り
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制作工程 の違 いか ら生 じる もの と思 われる。機械翻

訳が完全 な製品 を出力 する ことは、 まだ不 可能であ

ることはいうまで もない。 出来 るだけコス1を 安 くす

るために計算機 を用 いて支援 するのが機械翻 訳システム

であ るといえる。 これか ら機械翻訳システムの環境 につ

いて評価 してい く上 でまずテクニカルライティング と制限語、

分 野別 文章スタイルとの関係 、文章 の構造 と標準化、 そ

れ をサボ㌧ トする機械翻 訳、単 に文 の翻訳 だけでな く文

章の論 理構 造 を調べ てい くこ とも必要 と思 ってる。

また、 よ り快 適な機 械翻訳の環境 としてユーサ゚ インターフェ

イスもこれか らの評価 のキ+ド にしてい きたい。ユー

サ゚ の機械 翻訳 を使 用 して得 たノウハウを蓄積 し、 出来 れ

ばそれ らを機械 翻訳システム側 が利用 してい くような機

構 はないか辞書作 成の苦労か らの解放 につ いて も考

えていかなければな らないと思 う。最後 に機械翻訳

技術 の確立 とい うことで、機 械翻訳システムに伴 うフ'リー

ホ'ストエテ'イティンク'技術 の質的な向上 のため機械 翻訳技

術者 の育成 が必 要 と思 ってい るが、 「機械 翻訳技術

者」 とい うとイメーシ'が固いので、 よいネーミング が ない

か考 えてい きたい と思 って いる。

     ☆    ☆    ☆

文書を電子的な形態で受け取る手法が用いられてい

る。詳細な傾向はまだつかめていないが、電子的な

形態でDTPの 電子情報を一気に受け取るケースもかな

りあるようだ。この場合、DTPの 図形、表等の情報

を上手に扱えることが、入力コストを低減する意味で

重要なファクターになる。今後、文書の電子化が加速さ

れることを想定すると、種々のDTP文 書を楽に取 り

込める機能は必須になるだろう。次に前編集では、

入力文のスへ'ルチェックや未登録語の処理を行い、更に、
一部では長文分割、省略語の補充などを行 ってる。

長文分割や主語 ・品詞の指定については、入力文の

パターンを制限 してやることでその工数の緩和が期待で

きる。今後制限言語を推進する際に、ユーサ'サイドか

ら、どのような制限が可能なのか、例文等を元に現

場の意見を聴いていかなければならないと思う。な

お、制限言語の導入については、機械翻訳の運用部

署 と依頼部署が同一社内ならば可能性があるが、一

般顧客にたい して、制限言語を強要することは難 し

いとの意見がある。これは一考に値するだろう。後

編集については、前編集よりこれに力を入れている

ユーザ が圧倒的に多かった。ただ、徹底的にi)ライトする

と採算が合わないので、あくまでコストとの兼ね合い
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でホ'ストエディットが行われて いる。ポストエテ'イヲトは、最終

的 な翻訳品質 を決定 するため、こ こに力点 が置 かれ

るので はないか と思 うが 、翻訳者 は機械翻訳 の出力

の訂正作業 を嫌 う傾 向が強 い。ネイティブ、ない しは、ネ

イティブ と同等の能力 を持つテクニカルライターの養成 が重 要

になるだろう。システムを実際 に運用 する場合、オペ レー

タ、システム管理者(辞 書管理者 を含 む)、 ターゲ ットランケ㌧

ゾのネイティフ'リライター等 を置 く部署 が殆 どである。但

し、プ リエテ'イットに力 を入れ、ホ'ストエテ'イ7Fは一 切行わ

な いところも1ケ所 あった。ユー+t'のシステムチューンアップ に

っ いて だが、辞書 の改 良は全 てユーサ'が 実施 してい

る。文法の改良 は、1N可 もしないか、2)メーカに依頼

           (株)十 印 言語研究所 ■L
-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 」

隷 握 轄 一一一一一一一闘鰯1
■               ■

■ 機械 翻訳 システム をいか に 匿

1活 用しているか  1
置       鳴海武史    ■
置

・翻訳 業界 において は
、翻訳だけでは付加価値 はあ

ま り高 い とはい えない というのが現状であ る。マニュアル

つ まり紙 で伝 え られ る情 報全 て を盛 り込んだ ような

ものをターケ'ットに してい る。我々が機械翻訳システムを利

用 した形 でマニュアル生産 をする前 にまず時代 の変化 が

あった と思 う。 一つはマニュアルを巡る考 え方、 昔は取

り扱 い説明書 といわれた時期 があ り製 品のオマケとい

う ように地位が低 かった。今 は製 品を販売 する補助

的手段、 という よりマニュアルを中心 に製品 を売 ってい

くとい うよ うに考 え方が変化 して きている。 もう一

つ は製品のライフサイクルが非常 に短 くなっている、 日本

で も外 国の製品 で も同 じで特 にコンピュータ、半導体等 。

例 えば一年間で二 回ハ㌧シ'ヨンが変 わる とか、 短期 間に

新 製品が出 て くるという ことで、マニ1アルが新時代 を

迎 えた とい う認識 を もっている。

 マニュアルの作 り方は、 日本 市場向け と、海外 市場向

けの二つがあ り、企 画 し、設計 し、書 き起 こしレへ'ル

か ら行 って い くものがあ る。 この場合、時 間 もお金

も掛るマニ1アルになる。 日本 向けでは、英 日の翻訳

を機械 でな く、人手でや って い くことで、絵や表等

もまた同様 であ る。翻訳 は翻訳、版下作成 は版下作
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す る、3)システムの翻訳上の癖 を逆利用 して暫定 的に対

処 する、4)特 殊 な記号 を利用す る、 な どがあ った。

機械翻訳システムの翻訳性 能を早期 にユーサ゚ の 所望 のレへ'ル

へ立 ち挙 げるには、今後 文法規則 をユー+t'自身で改 良

で きる機能 の開発 が極 めて重 要であ る。以上、今後

の方向 をま とめる と、1)DTP等 文書処 理系 と翻訳処理

系 の親密 な関係 の実現 、2)ハード のダ ウンサイシ'ング化 に伴

う機器 の小型化低価格 化、3)ユーサ'が インハウスで編集 可

能 な分野別文法 の開発等広 い意味 での学習機能 の充

実 な どが求 め られるだろ う。 また、翻訳精度向上 の

ため熟語 ・慣用句 ・専 門用語 、コーハ'スの充実 、な ど翻

訳支援機能 も順次向上 させ て行 くべ きだ ろう。

☆ ☆ ☆

成 といった具合 に一 つのマニュアルをめ ぐって、生 産を

分業体制で行 うので、スムース'にいかない ことが沢山が

あ る。

 特 に版 下作 成 は、 まだテキストと絵 や表 をテ'イスプレー用

に編集 しなが ら、紙 と鋏 と糊 で貼 ってい く世界 であ

り人手 によるマニュァル制作 は、 こういった問題 がつい

て くる。 そ こで最後 に私達 は、 マーケットが機械翻訳

を利用 したマニュアル作 成を最 も望 んでいる ものではな

いか と考 え、取 り組 んでみ た。先程 、杉村 氏か らも

DTPと の対 応 という話が 出たが、私 どもがや ってい

る機械翻 訳70アーは次 の ようにな って いる。 今 は、英

 日、 つ ま り英語マニュアルの和 文化の仕事 だけを して

いるが、近い将来恐 ら く、今年 中には 日→英 、英語マ

ニュアルの生産 を開始 したい と思 っている。 従 って、今

は英語版 の話をす るが、DTPで 作 られ たドキュメントに

ついてであるが、私 どもの顧 客 は、殆 ど本 国がアメリカ

で、 従 来のや り方はあち らの印刷所 か らあがって

きた紙 の ダイヤルが 送 られて きて、 それが 日本 の支社

や支店 に届 いた ものか ら行 う。 ところが、DTPド キュメ

ントとなる とDTPが 作 られてそのフオーマットに対 して航空

便 で送 られ、 そ こか らマニュアル制作 がで きる。 この時

間の違 いは長 くて一カ月位。 つ まり日本 市場 に、あ

る製品 を出そ うとする場合 、紙 のマニュアルか ら始 める

とDTPド キュメントが始 まるのが最初 一カ月 の回収値 に下

が り新製品 の開発 とい う観 点か らい えば、磁気化 さ

れ たドキュメントか ら始め るのが 日本市場 に製 品を投 入す

る時、既 にそこか ら差 がついて くるといえる。

そのDTPド キュメントか ら機械 翻訳 に掛 けるフ'ログラムを

説明す る と、 まず翻訳操作 が読 め る形のファイルに直



し、テキストを機械翻訳 に掛け る。各種 製品 に もよるが

この作業 は簡単 に終 わ る。

 従 ってマニュアル作製 では、全体 の中で機械翻訳が関

わ っている部分 は時間 と して は非常 に小 さい。機械

翻訳で避 け られた 日本 語 は記号がつ いた形 で出力 さ

れ る。そ れで一般 のリライトを して更 に日本 語 のDTPコ ース

に入 り、版下 を作 ってい く。

マーケットが多分望 んでい るで あろう ものには、色 々な

背景が あるが 「十印」 とい う会社 が機械翻訳 を導入

し大量生産 を始 めた動機 について話 してみ たい。 ま

ず環境 の変化、 つ ま り翻 訳だけで運営 してい くとす

る と利益 が落 ちて くる。競 争 も激 しくなっている。

こうい う状況 の中で どう したら翻訳 を中心 とした高

付加 な ものを作 れるか。や は りマニュアルだ と考 えて い

る。 しか も今 のマニュアルに要求 されている、納期 、品

質、コスト面 は人 手翻 訳だけでは解決で きない と確信

している。 また 「十印」 で は機械翻訳 の文法 や辞書

の開発 に約10年 かけた。それだけのスタッフが いた とい

うこ とである。 これ らの経験 は、メーカ提供の もの を

そ のまま使 ってい るわけで な く、我 々 自身がユーザ 質

構築、メーカに依頼 し、 こうい う領 域 の英文 を扱 うの

で、例 えば文法 を訂正 して欲 しい とい うように3年

位 かけて調査 しマニュアル英 文 にでて こない表現が見 え

て きた し、マユニュアルだ ったら日本語 としてこ う訳 して

欲 しい とい う文法の注入 を して戴 いた。おそ ら く、

この4つ の要因 によ り機械翻訳 を利用 してマニュアルを

作 る ようにな った。

 商 業上、対顧 客 との関係 で 日本 語マニュアルを作 る場

合 、い くつかの条件が ある。1つ は大量である こ

と、2つ 目は継続的受注 である こと ・・辞 書 を作 る

ため継 続す るこ とに より、双 方にメリヲトがあ る。DTP

で作 られて いる版下 での受注 、用 語集の集計、実際

の制作 工程 の中ではリライトの部分 で、触 って はいけ な

い用 語 につ いてはユーザ 辞 書 に既 に登録 してある もの

には、そ の前後 に記号 が付 いてい る。 出来得 るなら

ば、ワークステーションを中心 にリライターが端末機 の前で待機

し、機械翻訳が訳 して きた日本 文 の中にユーザ 辞書が

訳 してきた ものについて は、触 らず に済む ような、

目印が ついている ような形 になっている と、非常 に

あ りが たい と思 う。現在 はリライターに もハ'ソコンを使 って

貰 っているが、将来的 には、生産ネヲトワークの面 を考 え

社 内で も端末上 に何 か仕 掛け を作 りたい と思ってい

る。 これは是非 、メーカ側 にユー+F'辞書 にフィッ1する訳 文

については、文書の識別がで きる ような仕 掛け をし
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て戴 きたい と思 っている。

 機 械翻訳 のマ'ア11ア生 産 については、繰 り返 しにな

るが前処理 はDTPか ら機 械翻訳が可読 な形 に直す作

で 、これは我 々が開発 したソフトウエアを使 っている。

機械翻訳が 関わる部分 が小 さい ことを前 に述べ た

が、で は、何が 問題 か とい うと次 のリライトで ある。人

手翻訳が 出来 る人は機械 翻訳 を必 要 としな い。 とこ

ろが、産業翻訳全体 が今翻訳 会社 に望 んで いるのは

また別 で納期 の解決 ・品質面での安定 ・コストダウンの

確 証等 であ る。 翻 訳者の 中には機械 を利 用す れば

もっと生産性が上が る と考えてい る人 達 も出て きて

いる。その背景 としては、機械 が訳 した ものはあ る

程 度使 える。従 ってセ'ロか ら翻訳す るよ りは、多少コ

ストダウンで きる筈 だ とい う考 えか らきている と思 う。

我 々 も同 じ考 え方を しているのであるが、 ここに関

るリライター達 は、 いわゆる 「翻訳者」 と概念 が違 う。

つ ま り 「機械翻 訳のアウトプットを処理出来 る」翻訳者

なので ある。通常 の翻訳者 よ り多少低 い単価 で仕事

を しているが、 生産性 か らい えば後 者が もっと増 え

る可能性 はある訳で、 この種 のリライター育成 が今 大 き

な問題 となっている。

 問題 点の1つ と して、大量処理す るとい いつつ、

機械翻訳 でマニュアルを作 ってい く業務 に携 わっている

人 はまだまだ少 ない。 もう1つ の問題 はリライターの品

質 二マニュアルの品質 その ものである と思 う。 このためll

ライターのスキルアワプ、専 門領域 知識 と相侯 ってい くもの

である が 、我 々の機械翻訳業務 に関 しては、人間

が介在 する部分 につ いてば1ライターの ここだけ に し

て、他 の部分 は自動化 していきたい。 そ してマニュアル

とい うもの に付 加価 値 をつけ、そ の中でコストダウンし

てい きたい。今 ネックとなってい るリライターは、おそ ら

く新 しい職業で、産 業界 に望 まれ ている職 業だ と思

う。正常運転 の困難 は24時 間体制が取 れない ことで

あ る。 システム評価WG・ 環境 評価WGの 調査 結果 によ

れ ば、ユーサ㌧の点か ら言 って も様 々な問題 があ るが、

現時点 では機械翻訳 を利用 せ ざるを得 ない状況 にあ

る。 この利用せ ざるを得 ない とい うことは、産 業翻

訳 を行 ってい く以上 、機 械翻 訳は避け られない とい

う意味 である。 そ して、産業界 が望んでい るもの に

翻訳会社 やマニュアル会社が対処 していか なければ、恐

らく生 き残 れない と思 う し、今後 成長 して い く翻訳

会社 やマニュァル会社 は生産性 とい う概念 を強 く意識 し

た会社 である と思 う。
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MT披 術早わかり
意 味 解 析 技 術(1)

第4回

 今回と次回の二回で意味解析について紹介 したい

と思います。意味解析は、翻訳過程 の解析フェース'の

最後の段階とも言うことができ、またその解析結果

が翻訳過程の次のフェーズである変換操作の入力に

なるという点でも重要だと思います。今回まず意味

解析では大まかに言ってどういうことをするのか?」

 「意味解析の結果得られる 「意味構造」とはどう

いうものなのか?」に関 して説明 したいと思います。

次回は、1具 体的に意味解析ではどのような手順で

解析を行なうのか?1、その際に 「どういう知識を用

いるのか?」について説明 したいと思います。

・Q;意 味解析で は
、何 をするのですか?

 ・A;意 味解析では、文の意味的な妥当性を判断す

ることで、構文解析において妥当判断された文の中

から意味的に異常な文を排除 します。また、単語の

意味を決定 したり(多 義語、同音異義語の曖昧性を

解消 したり)、 単語問の意味的な関係を決定 したり

して、文の意味構造を抽出 します。

と、食べられるかどうか(1食べる」対象になりうる

かどうか)に 関する知識 を用いて、 「リンゴ1石 」 と

「食べる」の間に 「対象」という意味的な関係を割

り当てられるかどうかが意味的 に妥当かどうかの判

断 と等 しくなっています。

構文解析の結果には曖昧性があり、多数の構文解析

が得 られることがあると前回の説明にあ りま した

が、そのうちのかなりの ものが意味的に異常である

と考えられます。 したがって、意味解析は、構文解

析結果のうち意味的に異常なものを排除 し、構文解

析の暖昧性を解消する重要な役割 もはたしているこ

とになります。このため、構文解析がすべて終了し

てから意味解析を行なうよりも、構文解析と意味解

析を同時に行なう方が、早期に構文解析の曖昧性を

解消でき効率的であるとして、後者の手法をとる場

合が多いようです。

・Q;単 語の意味や単語間の意味的な関係を決定する

 とどういうことですか?

・Q;文 の意味的な妥当性 を判断するとはどうい

 うことですか?

 ・A;前 回の構文解析技術のときにも説明がありま

したように、構文解析では、文が構文的に妥当な構

造をしているかどうかを判断 します。たとえば、

「名詞 ・助詞 ・動詞」 という品詞の並びは、 「リンゴ

(名詞)・ を(助詞)・ 食べる(動詞)」 といった文か

らもわかるように、 日本語 として妥当です。 した

がって、この品詞の並びをもつ文は、構文解析で妥

当な構造をしていると判断されます。 しか し、この

品詞の並 びをもつ文の中には、たとえば 「石(名

詞)・ を(助 詞)・ 食べる(動 詞)」 のように意味的

に異常な文 も存在 します。意味解析ではこのように

構文的には妥当な文に対 して、 「リンコ'は食べられる

が、石は食べられない」 という知識を用いて、f'1ン

ゴを食べる」は意味的に妥当であるのに対 し、 「石

を食べる」は意味的に異常であると判断し、意味的

に異常な文を排除 します。この意味的な妥当性の判

断は、次に説明する単語の意味や単語間の意味的な

関係の決定に依存 しています。上の二文を例にとる
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・A;単 語 には しば しば複 数の意味があ ります
。 たと

えば次の3つ の文は、同 じ 「主語 ・動 詞 ・目的語jの

構造 を もっていますが 、文 中の動詞`take'の 意味

は それ ぞ れ 、k写 真 を)撮 る」 、 「食 べ る」 、

「(飛 行機 に)乗 る」 というように異 な ります。

Itake a picture."

"lt
ake an apple"
"It
ake a plane."

このような場合、動詞`take'の 意味を決定 しない

と正 しく翻訳はできません。

単語の意味を決定する際には、その単語 と文法的な

関係 をもつ単語の意味に関する知識が用 いられま

す。上の動 詞`take'の 場合、目的語である名詞の

意味(そ れぞれ 「写真」、 「食べ物1「乗 り物」にした

がって、動詞の意味は決定 されています。

同様 に、単語間の意味的な関係 を決定 しないと正 し

く翻 訳できない場合 もあ ります。 たとえば、第1

回の説明にもあ りました、以下の2つ の 文では、

「鉛筆で」も 「部屋で」 もどちらも動詞 「書いた」



を修飾 していますが、 「鉛筆で」の 「で」は

「道具」を、 「部屋で」の 「で」は 「場所」をそ

れぞれ表 しています。

「私 は手紙を鉛筆で書いた」

「私は手紙を部屋で書いた」

 このような単語間の意味的な関係 を決定する際

にも、関係 し合 う2つ の単語の意味に関する知識

が用い られます。上の助詞 「で」の場合、名詞

「鉛筆/部 屋」はそれぞれ、動詞 「書く」の 「道

具」の一つ/「 場所」 にな りうるので、助詞

「で」はそれぞれ、 「道具/場 所」を表 している

と決定されます。

・Q;意 味解析の結果得 られる意味構造とはど

 ういうものですか?

 ・A;意 味構造は解析 した文の意味内容 を表現

したものです。意味構造は、意味内容の骨格 を表

す格構造、時制、アスへ'ハ などから構成 されてい

ます。時制は、文の意味内容のうち時間的な側面

(過去に起きたとか、今起 きているとか)を 表現

したものです。アスへ'クトは動詞の表す動作の様態

を表現したものです。たとえば 「泣いている」は

「泣 く」 という動作が 「継続」 していることを表

していますが、この動作が 「継続」 しているとい

うことをアスペクトでは表現 します。

意味構造は、フレーム、意味ネットワーク、論理式 といった

知識表現形式を用いて表現されます。

 ・Q;格 構造 とはどういうものですか?

 ・A;格 構造は、文中の動詞の意味を中心に、

文中の各名詞の意味が動詞の意味に対 してどのよ

うな意味的な関係をもっているかを深層格 として

表現 した構造です。 深層格には、 「誰が」 (動

作の動作主)、 「何 を」 (対象)、 「いつ」、

(時)、 「どこで」 (場所)な どがあります。

この深層格は、意味構造を表現するためのフ'リミティ

プ ですので、どういった格を設定すればよいかが

重要な問題にな ります。各研究、システムにより設定

される格は異なっていますが、現在の機械翻訳シス

テムでは、数十個の格を使用 しているものが多いよ

うです。文 「花子は昨 日'1ra'を 食べた」の格構

造は以下のようです。
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(食べる)

(動作主

(対象

(時

花 子)

1ルゴ)

昨 日)

 深 層 格 と対比 して、単語間の文法的 な関係 を表層

格 とよび ます 。 日本 語 で は、 助 詞(た とえ ば、

「が」、 「に」 「を」、 「で」)が 表層格 を表 して

い ます。意味 的に類似 した内容 を表 している文の意

味構造(格 構 造)は 、類似 している方が望 ま しいと

考 えられ ます。なぜ なら、意味構造が類似 している

と、類似 した訳文 を出力する ことが容易 にで きるか

らです。た とえ ば以下の2つ の文 では、 `window'

は それぞれ主格 、目的格 と異なる表層格 を とって い

ますが、 どちらの文 で も`break(「 こ われ る/こ

わす」)し た対象 になっています。 この2つ の文 の

格構 造 に共 通 して`window'は`break° に対 して

深層格 「対象」 とい う関係 にある とい う記 述が含

まれることによ り、2つ の文の意味的な共通性が 表

現 されてい ます。

"The window broke
."

``J
ohn b】rake the window"

Schankの 概 念依存 理論で は、 l l種 類 の基本ACTの

組 合せで動詞の意味 を表現す ることで、異な る動 詞

間 の意味 的な共通性 をも表現 しようとしてい ます。

た と え ば 、 以 下 の2つ の 文 は 、 異 な る 動 詞

(`give'と `take')が 用 い られ ているに もかか

わ らず、類似 した内容(「 ホ㌧ルを 持 っている人 が

Io㎞ か らMa!yに 移 った」)を 表 しています。

John gave Mary a ball.

Mary took a ball from John.

概 念 依存理 論で は、 `give'(あ げ る)、 `take'
`receive' (も ら う)

、 `buy'(買 う)、 `sell'

(売 る)と い った 「所 有権 の移動」 をそ の意味 に含

む動詞 はすべて共通 な基本ACT `ATRANS' (抽

象 的 な ものの移 動 を表す)を 用 いてそ の意味 を表

現 して います。

(北 陸先端科学技術 大学 院大学 情 報科学研 究科

 奥 村 学)
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新製品の紹介

翻訳 ワー クベ ンチ PIVOT JE!EJ

日本電気株式会社

1.PlVOTの 概 要

 翻 訳 ワークベ ンチPIVOTは 、 NECの ワーク

ステーシ ョンEWS4800シ リーズ向けに発売 さ

れ ている翻訳支援 システムです。

 日英、英 日の翻訳作業 に利用 する ことに より翻訳

作 業 の効率 を向上 させ る ことをね らってい ます。

今 回、英 日シス テムは7月21日 に、 日英 システム

は10月21日 にバ ージ ョンア ップを行 い、R4.

1と して リリース します。

 まずPIVOTの シ ステム構成 を簡単 に説明 し、

さらに、今 回強化 される機能 を中心 にPIVOTシ

ス テ ムの概略 を紹介 します。

2.シ ステムの構成

 PIVOTシ ス テムは写真1の ように、 EWS基

本 装置、 デ ィスプ レイ、 キーボー ド、 マ ウス、 プ リ

ンタ、 カー トリッジ磁気 テープ装置、OCR(オ プ

シ ョン)か ら構成 され ています。

 翻 訳文書 は、 キー ボー ド、基本 装置 に内蔵 された

フロッピィデ ィス ク装置、OCRの ほ か、 LANな

どのネ ッ トワー ク経 由で転送 され たフ ァイルか ら入

力 します。

 PIVOTはEWS4800シ リーズに共通 の製

品であ り、 ラップ トップタイプか らデスクサ イ ドタ

イプのいずれで も利 用す るこ とがで きます。

 PIVOTは 、 図1の ようなLAN環 境 で使 われ

る ことを想定 してい ます。各々PIVOTが 動 いて

いる複数 の ワークステー ションか らユ ーザ辞書 を共

有 する ことや、大 きな原 文 フ ァイ ルを対象 とした分

業翻訳 が可能にな ります。 また、図1に あるよ う

に、デ ィスク レスモデル、Xス テ ーシ ョン、パ ーソ

ナル コンピュー タ(以 降PCと 略 します)を 組 み合

わせて、グルー プでの機械 翻訳環境 を安価 に構 築す

る ことがで きます。

 EWS4800シ リーズの製品強化 に ともない、

翻訳 速度 は年々向上 し、逆 に、 システム価格 は ます

ます低価格化 してい ます。

 現 在 の ところ 日英 また は英 日の ソフ トウ ェアを含

めて374万 円 か らのシステ ム構成が可能 であ り、

翻訳 速度 も例 えば92年6月 に発売 されたモデル3

50で は50、000語/時 間以上 を達成 して いま

す。

OCR

共用辞書

EWS EWS

LAN

PC Xス テ ー シ ョン デ ィス ク レス

              PIVOT

図1 ネッ トワーク環境での構成例

写真1 PIVOTシ ステム外観

3. PlVOTの 機 能

 表1にPIVOTの 主 な機 能の構 成 とソフ トウェ

ア構成 を示 します。

3.1 入 出 力機能

 活 字印刷物 のOCR入 力 のほか、 UNIX, MS

-DOS形 式 な どのテキス トファイルで外 部入 出力

可能です。
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3.2 翻訳機能

 中核 となる翻訳機能をUNIXの コマン ドイメー

ジで利用で きるようにしました。これにより、PC

のようにXウ ィンドウ上では通常使用 しない機器で

も端末 として翻訳機能を利用することができるよう

になり、システムとしての適用範囲が広がっていま

す。

 お手持ちのPC上 のワー ドプロセッサで原文の前

編集を行 い、テキス トファイルをEWS上 に送 り、

翻訳コマン ドで翻訳 したのちに再度PC上 で後編集

を行 うといった使 い方をします。

3.3 翻訳補完 ・指示機能

翻訳補完機能としては、たとえば日本語文で省略

される主語の補完方法を、種kの 代名詞の他、指定

した文字列 を補うように設定することができます。

また英日翻訳では、専門用語のように特に翻訳 しな

いでそのまま訳文上に出すこともできます。

3.4 原文推敲機能

 日英システムで提供する原文推敲機能は、機械翻

訳 に適さない用語、言い回しを検出し書換 えを要請

する機能です。後編集で修正するよりも原文上で修

正 した方が効果的な表現を検出し修正 してもらうこ

とを目的にしています。

3.5 テキス ト編集機能

原文/訳 文上での文字列の検索機能、置換機能を

提供 しています。また、マウス操作 によるCUL&paste

が可能であり修正作業を効率的にしています。

3.6 辞書作成支援機能

 PIVOTは ユーザ辞書の構築作業を支援する

種々のユーティリティを用意 しています。

 たとえば、原文を解析、辞書引きし、ユーザ辞書

に登録すべ き未登録語、複合語をリス トファイルと

して抽出することができます。これらのリス トファ

イルは、登録不要な語を除外 したのち一括登録ツー

ルにより瞬時に辞書化することができます。また、

特に用言類など精密な辞書づ くりをしなければなら

ない語に対 してテンプレー トに従った選択方式を採

用 しており正確な辞書づ くりが可能になるようにし

ています。

 総計60万 語の専門用語辞書は国内の商用システ

ムとしては最大の語数を誇る辞書です。この辞書は

小 カテゴリに分かれてお り、ユーザ辞書にマージす

ることにより、対象分野に、 より適合 したユーザ辞

書を効率的に構築することができます。

JAMTジ ャ ー ナ ル

  1992.8No.7

4.む すび

 以上、バージョンァップされる機能を中心に、P

IVOTの 概略の説明を行いました。衆知のように

機械翻訳システムの翻訳能力はまだかな り限られた

ものです。翻訳能力を向上 させる努力を継続すると

ともに、限定的な翻訳能力を前提 として実際の翻訳

作業でメリッ トを生み出せるシステム作 りを今後 も

続けていく予定です。

分類

PIVσr

基本機能

専門用語辞書

(オプション)

OS

ウィ ン ドウ

システ ム

仕様

入出力機能

翻訳機能

翻訳補完 ・

指示機能

原文推敲機能

テキスト編集

機能

辞書作成支援
機能

基本辞書

自然科学
ビジネス

医学 ・薬学

キー卓'-F'入 力

フ47ピ デ 杁 ク入 出 力

()(]z (オフ'シ3ン)

プ リ ン タ

一文翻訳 ・連続翻訳

・条件指定翻訳

ファイルー括翻訳

翻訳コマンド

品詞・掛かり受け
・訳語指定 ・学習など

省略主語の補完(JE)

文能 ・冠詞・数(JE)

助動詞の訳出(EI)

非翻訳指定凹)

翻訳困難語・文(JE)

文字列検索 ・置換

辞書整備用り卦作成

辞書エディタ

対訳リス トー括登録

ユーザ辞書乗マージ ・

抽出・内容出力

9万 語(JE),7万 語 (凹)

23 野  730万語

4分野 約8万 語

1分野 約21万語

EWS-UX,EWS-UX/V(Rel 4.0)

  (UND(べ 一 ス)

XWindow System

MS-DOS;米pullロ'17!社 の登録商標 です。

XWindow Syaum:米 国of}s-ttツ 工科大学 の登録商標 です。

UN-X:UNIX Syrtem hbomtor沁3.Llc,が 闇 発し、ラlt'rxしてい る

オへ'レーfi rンダシス払です。

(c&c汎 用アプリケーシヲン技術本部 古川 章造 に1:03・3456-7423)
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JTEC PANEL ON MACHINE TRANSLATION

JTEC(Japanese Technology Evaluation Center)は

ア メ リカ政府組織 であ り、 日本 の 「ち ょっと気 にな

るテクノ ロジー」 を評価 しようとい う目的で1984年

に設立 され ました。様 々な分 野で将来、 日本が アメ

リカの競合相 手 となるか協力 相手 とな るか分か りま

せ んが 、 日本 の 「気 になるテ クノロジー」 を調査

し、従 来アメ リカ にとってなかなか見 えていなか っ

た 日本 のテクノ ロジー を評価 してみ ようとい う試み

です。

スポ ンサーはNSF、 D A R P A、 DEPARTMENr OF

COMMERCEで す。過去 には、 ロボテ ィックス、バ

イオテクノ ロジー、テ レコミニ ュケー シ ョン、CA

D、 宇 宙 な どのハイテ ク分野 が中心で した。毎年1

～2分 野 に的 を絞 り日本 に6人 位 を送 り込みi～2週 間

滞在 し評価 した内容 を、 報告書 にまとめ ます。 勿

論 、この報 告書 は全 世界 の人々が読む ことがで きま

す。

今 回は、機械翻 訳(MT)が 取 り上げ られ ま した。

団長 はCMUのJaime Carbonell、 M C CのElaineRich、

IBMのDavid Johnson、 C M UのMasaru Tomita、 Pan

American Health OrganizationのMuriel Vasconcellos、

そ してNMSUのYorick Wilksの6人 と関係 者数名の

総勢10余 名が10日 間 で、予 定 された25ヶ 所(ATR、

ブ ラ ビス、CICC、 DEC、 EDR、 富 士電機 、

富士通 、 日立、IBM、 IBS、 ICOT、 イ ン

ター、JEIDA、JICST、 京都 大学、松 下電

器、MITI、NEC、 NHK、 NTT、 沖電気、

リコー、サ ンヨー、 シ ャープ、東 芝)に 加 えて3ヶ

所(カ テナ、CSK、 Systran)を 訪 問 しました。こ

の レポー トは6人 の意見 をまとめた もので、必ず し

も私が100%合 意 で きる事が書か れている とは限 りま

せ ん。 それ では、英語 の授業 の ようですが、JTE

Cレ ポ ー ト(英 文)を 読 んで 日本語 に要約 して参 り

ます。

1.MTの 定 義 について

 日本 にお けるMTの 最前線 の概観 を提供 する。

MTと いう物 を日本人が なぜ 一生懸命 やっているの

か とい う事 につ いて述べ る と、 アメ リカが思 ってい

るような 「翻訳 コス トを安 く上 げて、金儲 け しよ

う」 というだけで な く、 もっ と重要 な意味 がある。

講演 冨田 勝先生(慶 慮義塾大学)

それは将来、世界 経済の戦略的 な技術 になる。 (こ

の部分6#,日 本 人 にとってMTが 重要 な分野 である

と強調 してい る。 アメ リカ人 は英語が話 せれば通 じ

ると思 ってい るので新 鮮 なセ ンテ ンスに受 け取 れ

る。)

日本 に外 国の情報 を取 り入れ る(英 日翻訳)そ し

て、 日本 語 を別 の言語 に翻訳す る(日 英翻訳)と い

う両方向が重要であ る。現在、 日本 ではた くさんの

会社 や団体 がMTの 研 究開発 に取 り組 んでお り、 し

か も、すで にMTシ ス テムは市場 に出 し ている し、

リサーチ も行 なわれて いる。

2.日 本に おけるMTの 使用状況 について

実際 に使 い始 めたのは最 近であるが翻訳会社 の中に

は翻 訳業務 の約20%にMTを 利 用 してい るところ も

ある(IBSや イ ンター グループ等)。 今後 は コン

ピュー タネ ッ トワー クの発展 によ りMTの 利用 は更

に増加 するであ ろう。一般企業 に於 ては、社 内向け

に使 われてい る所 も多 い(例 えばIBMで は 、社 内

的 に使用 した り、 また顧 客 に も使用 して もらった り

もしている)。 今 の ところ第一 の用途 は、 商品を外

国で販売 する際の技術 的 ドキュメ ンテーシ ョンの翻

訳 である。 また単 に文章の翻訳 に とどま らず他 のア

プ リケーシ ョン、例 えばデー タベース情報検 索 シス テ

ム、e-mail、 音 声翻 訳(ATR)な ど、 その可

能性 は拡 がってい る。

3.言 語につい て(何 語 をやっているか)

 英 日1日英が主だが、数年前 か ら、他 の言語(ヨ ー

ロッパの言語 、 アジアの言語)間 にお けるMTの 研

究 開発 も始 まった。

4.生 産性 について

 ユ ーザ の中には 「役 に立つ」 、 また 「そ うで もな

い」 な ど、 いろいろな意見 があ る。 トータル として

人 間が やった方 が良か った とい う事 もある。 つ ま

り、MTを 使 うことで生産性 は下が るのだが、 それ

で も訳語 の統 一が図れる とい うメ リッ トで使 ってい

るユ ーザ もいる。JTECの 意見 で は、3倍 も経済的

に価値が あった とするユーザ もあ るが、平均 的には

30%位 で はないだ ろうか。

5.技 術面 について

 今 、 日本 のMTの ほ とん どは トランスフ ァーベー
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スであ る。 ほとん どが ケースーフ レーム表 現を ソース

テ キス トの意味表現 として使 っている。 さらに もっ

と深 い意味表現 をやっていこ うとい う動 きもあ る。

い くつかの グル ープは中間言語 方式 も考 えてい る。

(EDRの プ ロジェク トにJTECメ ンバ ーは感 動

した ようだ。)そ こで作 られる辞書 が完成 すれ ば中

間言語 方式 のMTに 、か な り貢献 するのではない

か。現在 の コマー シャルベ ースのシステムは1セ ン

テ ンスご とに訳 して いるが、 い くつかのシステムは

多少前後 関係 を見 て訳 した りもしている。

6.単 語数につ いて(ア メ リカは金 が掛 かるので後

  回 しに して いるよ うだ。)

辞 書は5万 か ら80万 語 。平均30万 語 は用意 している。

なかで もEDRが 最 も多 い。 アメ リカでは単語 数を

増 やすのは後 回 しなの に比べ て、 日本 では、 どん ど

んお金 を注 ぎ込 んで大 きな辞書 を作 っている。

7.品 質にっい て

 MTを 流 行 らせ るには何 が重要 か とい うと、ほ とん

どの 日本 人が 「品質 を上 げるこ とだ」 と答 えた。購

入価格 やユーザイ ンターフェス も重 要であるが品質

向上 の比 ではない。品質 を向上 させ る第1の 方法 は

辞書 や文法 を改良す るこ と。第2の 方法 はこれ に加 え

より深 い レベルの意味解析 を行 な うこ とである。

JEIDAを 訪 問 した際、17人 に 「今後改 良するに

は何 が大切 か」 と質問 した。第1位 がHigh Quality 13

人 、Better User lnterface 3人 、 Betterlntegration 1人 、

L.ow Cost O人 とい う意見がで た。 アメ リカ人 にとって

は、 「翻訳 コス トを下げる こと」 が最 も重要で あ り、

この結 果は とて も奇異 に映 ったよ うだ。

8.日 本 とア メ リカの技術比較 について

日本 の方が アメ リカ よ り進 んで いる点 は5項 目あ

る。

① コマーシ ャルベースのMTの 利用。

②ユーザが どれだけMTを 受け入れているか。

③辞書などの開発にたいへん多 くの資金をかけてい

る。(EDR等 に代表 される)

④OCRの 研究。(ア メリカでは、ほとんどやって

いない)

⑤企業における投資のレベル。

(アメリカは儲 からない研究はやらないけれども 日

本の場合は必ず しも直 ぐに儲からなくてもやる 態

度 に関心 していた。)

これに引き替えアメ リカの方が進んでいる点。

① 自然言語処理の基礎的な技術の資金は日本より多

いo

②各プロジェク トがバラバラな方法で研究 している

ため(良 い悪いは別 にして)多 様性がある。

③言語の種類が多い。

日本は日1英が80～90%で 、アメリカはフランス

語、 ドイツ語など研究開発対象言語の数が多い。

(良 い悪いは別にして)

そして、日本、アメリカともに トータル資金は少 し

つつではあるが確実に増えている。

日本にとってMTは 単に経済活動に留 まらない。具

体的に政府や企業の研究所がMTに 支出している資

金のレベルを見ればどれだけcommitmentし ているか

良くわかる。MTに きちんと取 り組んでいる企業

は、単 に経済的に儲かるいうだけでな く企業として

の価値(知 名度、評価)が 上がる。日本では一般の

ユーザ間でもかなり一生懸命使おうという努力が見

られる。日本のMTに 対するcommitmentは 、アメリ

カよりも大 きい。          以上

 当文章はMTWORLD'92講 演内容を聴き取っ

たものであ り、一部翻訳 し日本語 に変えています。

そのため文章の責任は編集子 にあ ります。

(シャープ(株)情 報システム研究所 信田恵壱)

広告搭載のお願 いについて

申込 方 法 原寸版下をお送り下さい。 申 込 先 アジア太平洋機械翻訳協会

締 切 日  発刊前月(隔 月)の30日  〒107東 京都港区赤坂7-2-17-305TEL(03)3479-4396

スペース

料金

寸法
天地

左右

表2

1色1P

60,㎜ 円

247mm

182mm

1色1!2P

30,㎜ 円

110mm

145mm

後付

1色1P

30,㎜ 円

225mm

145mm

1色1!2P

15,000円

110mm

145mm

1色1/4P

7,500円

SOmm

145mm 23
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委員会開催報告 ・その他

6月 5日(金)

6月10日(水)

6月11日(木)

6月17日(水)

92年 度第3回 運営委員会 日本

機械翻訳協会  15:00-17:30

各委員会 ・研究会報告 ・MTワールド ・

理事会の準備 ・通常総会について

MTサ ミ7トについて

92年 度第1回 理事会  日本電

子協 役員室  11:00-13:30

91年 度事業報告 ・決算報告、

AAMTへ の移行に伴う会則の一部

改正について、役員改選、IAMT活

動 報告他

システム評価研究会 環境評価WG日

本機械翻訳協会 14:00-16:00

研 究会報告の打合せ

第2回 通常総会  日本女子大学

桜楓館

6月18日(木)

7月 2日(木)

7月10日(金)

システム評価研究会(環 境評価WG)

報 告      14:00-15:00

制 限言語研究会報告

        15:00-15:30

システム評価研究会主催 公 開セミ

ナー 赤 坂山勝 ビルB1会 議室

「機械翻訳の評価をめぐって」

        9:30-16:30

システム評価研究会 言語評価WG

日本機械翻訳協会 14:00-16:00

翻 訳困難例文の収集 と整理

第1回MTサ ミ,ト実行委員会

日本機械翻訳協会 13:00・15:00

第4回 運営委員会

日本機械翻訳協会 15:00-17:00

新会員紹介 ☆新会員をご紹介 します。

法人会員

 (株)ラ ンゲー ジ ドキュメ ンテー シ ョンサ ー ビス

 〒150 東 京都 渋谷 区東2-24-6

     TEL.03-3407-8311 FAX.03-3407-8344

個 人 会員

 松 尾 昭

山北 幸子

清水 勉

山口 寛子

お詫びと訂正 JAMfシ'ヤ ー抄No.6に 以下の誤 りが あ りま した。

お詫 びして訂正 させ て戴 きます。

頁 行

目次5.

z

8

9

311

31B

7 u

813

9  18

9  31

最養頁

誤

メデ碑艀〃ロジ研究部

著者 水上 達郎

者 谷口尚子

表題THE PATH OF A NEW TRANSLAOR

〃'IfFt〃 げ 研究部

統 計確率 な どり

小 渇  典(ご ざわ まさの り)

小松 智吉

電 能21研 究会

事務局IEL.03・326牛1825

ニューxN一 編集委員 「藤井智之」

正

メデi7ナタノロゾ 研究 部

水 上 龍郎

谷 田 尚子

THE PATH OF A NEW TRANSLATOR

ノデσナ〃ロブ 研究 部

統 計確率 な どに

小 湖B方 典(ご ざわ まさの り)

小松 智吉

電脳21研 究会

事務局IEL.03-34360925
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鍛縷 野を広げた`、延 〃
7 .≡ 一   〇

専門分野別英語講座z、

専戸鵬磁 、専門用語を学習しなガら

翻駅の露を磨きましょう/

一MTエ ディットも学べ ます一

★ コンピュー タ英語か ら原1力 英語 まで★

   ガニュアイ英語講座

コンピュータ英語クラス/電 気・電子英語クラス/

機械 ・機器英語クラス/化 学 ・石油英語クラス/

医学 ・薬学英語クラス/鉄 鋼 ・金属英語クラス/

原子力英語クラス/建 築 ・土木英語クラス

日本機械翻訳協会法人会員

創立20周 年
シュリーマン学専グループ

    ◆詳しい資料無料進呈

%翻 訳実務教育学院
＼㌔   〒160東 京都新宿区四谷3-2第3前 島ビル3F

    電 言舌 03-3355-2678    FAX.03-3355-1174

膨 諺 のある方にテ縁"
:y 顯 … ,・ 回 ▲=

引
商 ●

◇ 言 語:30数 力 国 語

英語 ・ドイツ語 ・フランス語 ・スペ イン語 ・

ポル トガル語 ・ロシア語 ・中国語 ・韓国語 ・

イラン語 ・トルコ語 ・アラビア語 ・ペルシア

語 ・北欧諸国語 ・東欧諸国語 ・イタリア語 ・

タイ語 ・ベ トナム語 ・トルコ語 など

◇ 分 野:68部 門680分 野

コンピュータ ・農林 ・水産 ・バイオ ・医薬 ・

海洋開発 ・宇宙開発 ・原子力 ・資源開発 ・造

船 ・石油 ・繊維 ・鉄鋼 ・半導体 ・航空機 ・自

動車 ・精密計測機器 ・医療機器 ・公害 ・住宅・

金融 ・証券 ・契約書な ど

lMTサ ー ビス 実施i

創立20周 年
シュリーマン学専グループ

◆トライアル随時受付中

国際文化科学技術翻訳研究所
〒160東 京都新宿区三栄町25ボ ナフラワービル2F

電話03-3355-1168  FAX.03-3355-070




